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第１ 章 脊 柱誉曲のある脆弱 な高齢者に対する 体操のあり方の 検討

要旨

高齢 者 の年 齢 と脊 柱轡 曲 レベ ル に よっ て 呼吸機 能、 筋力、 骨 密 度、 平衡 機能 お よ び ＱＯＬ

に どの よう な特 徴 や相 違が あ る かを 明 らか に し、 脊 柱 轡 曲の ある 高 齢者 への 運 動療 法 のあ

り 方 を 考 察 し 危
。

対 象 は ６０ 歳 以 上 の 女 性 ６８ 名。
平 均 年 齢 ７４，８

歳
。

年 齢 と 脊 柱 轡 曲 レ

ベ ル （２０ 度未 満 と ２０ 度以 上） に よっ て、 以下 の ６ 群 に 分け た ：ム６０閉 （６０ 歳 代 で脊 柱

轡 曲 レ ベ ル は ２０ 度 未 満、 １５ 名）
、

Ｈ６０ 鵬 （６０ 歳 代 ２０ 度 以 上
、

６ 名）
、

Ｌ７０ 鵬 （７０ 歳

代 ２０ 度 未 満
、

１０ 名）、 Ｈ７０ 鵬 （７０ 歳 代 ２０ 度 以 土
、

１４ 名）、 ム８０ 鵬 （８０ 歳 以 上 ２０ 度

未 満
、 ８ 名）

、
Ｈ８０ 鵬 （８０ 歳 以 上 ２０ 度 以 上

、
１５ 名）。 ％ＶＣ で は

、
鵬 ＯＶＢ 群 が Ｌ６０ＶＢ

群 よ り も
、

ま た ＭＩＰＳ で は Ｌ６０ＶＢ 群 と Ｈ６０ＶＢ 群 よ り も 有 意 に 低 く、 非 効 率 的 な Ｐ 型 換

気 様 式の割 合 が 多い 傾向 が み られ、群 間 によ る換 気様 式 の分 布 に有 意 な関 連 が確 認 され た。

Ｑ ０Ｌ の 身 の 圓 り の こ と （Ｐｅｒｓｏｎ 創 ａｐＰｅ 班 独 ｃｅ 鋤 ｄ ｈｙｇｉｅ巫ｅ）
１

家 事 （Ｈｏｕｓｅ ｃｈｏｒｅｓ）・

移 乗 （Ｍｏｂｉ玉ｉｔｙ） お よ び 娯 楽 ・ 杜 会 的 活 動 （Ｒｅｃｒｅａｔｉ◎か創 εｍｄ ｓｏｃｉ創 ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ） で も、

囲８０ＶＢ 群が 絶群 す べ てよ り も有 意 に低く、 目 常 生活 動 作の 範 囲が 極 端 に限 定さ れて い る

こ とが 明 ら かと なっ た。 握力 と 大 腿四 頭 筋で は、 Ｌ６０ＶＢ が 同年 代 の 脇 ０ＶＢ を 含 めた 他

群 す べて より も 有意 高 値 で、 脊 柱 轡曲 を 有す る 高齢 女性 は そう で ない 高 齢女 性 より も、 ６０

歳 代 も しく は そ れ 以前 か ら握 力 や 下 肢筋 カ が 低 下 してい る こ と淋 示 唆 され だ。 ＱＯＬ の転

倒 ・ 心 理 的 要 素 （ｆ副 …㎜ｄ－ｐｓｙｃｈｏ１ｏｇｉｃ創 ｆａｃｔｏｒｓ） で は、
ど の 年 代 に お い て も 脊 柱 轡 曲 レ

ベ ル ２０ 度 以 上群カミ２０ 度 未満 群 より も転 倒 に対 す る不 安・ 恐 怖 心淋 強 い傾 向が み られ た

（ＡＮＯＶＡ
， ｐ＝Ｏ．Ｏ０２７）

。
以 上 よ り、

脊 柱 轡 曲 の あ る 高 齢 者 へ の 運 動 療 法 の あ り 方 に つ い

て 検 討 し た。

陥ツ Ｗ０池

高 齢 女 性、 脊 柱 轡 曲 レ ベ ル、 呼 吸 機 能
、

筋 力、 Ｑ０Ｌ （ｑｕ 餓ｔｙ ｏｆ 嚇ｅ）



本章 は、 第 ２ 章以 降、 養 護 老人 ホー ム で 実施 する ＡＤＬ 対応 型 高齢 者 体操 の 実証的 研 究

を 進め る に あたっ て の、 前 段 階の 基礎 的調 査 と して 行っ た 結果 を報 告 する も ので ある。

は じ・め に

介 護 保 険制 度 制 定 か ら ４ 年 が経 遇 した 現在、 軽 度 要 介護 者 （要 支援 ～ 要 介護 １） の大

幅増加 と 同 時に、認 定状 況の 変 化に お いて は軽 度 要介 護 者の ほ ぼ ７ 割 が重 度化 してお り’〕
、

高 齢 者 の “活動 余 命延 長２〕” を 目 的と した運 動 療 法や リハ ビリテ 』 ショ ンの 重要 性 が 叫 ぱ

れ てい る。 特に 施設 利用 高 齢者 の入 居 後 の身 体機 能 が、 地 域生 活 高齢 者よ り も 早期 に低 下

す る 傾 向 に 対 し て３〕
、

寝 た き り ・ 転 倒 予 防 を 胃 的 と し た
、 様 々 な 介 入 が 試 み ら れ て い る の

は 周 知 の 通 り で あ る
。

研 究 者 は、 ＡＤＬ 対 応 型 高 齢者 体 操研 究会 の会 員 と して、 主 と して要 援 護 高齢 者 を 対象

と して本 体 操の 普及 に 努 めて きた。 『要援 護 高 齢者』 と は、 ＡＤＬ は 自立 してい るカミ、 買い

物 や 金銭 管理、 料理 な どの 手段 的 Ａ 肌 に 何 らかの 障 害 を有 し、 冒 常の 杜会 交 流や 生 活の

場 淋住 居 内や 隣 近所 に 限定 され て いる 状 態に ある 高 齢 者４）５〕で、 なん ら かの 内的 ・ 外的 要

㌔因 によ り 容易 に寝 危き り に なる 可 能性 を有 してお り、 介 護 予防 を 積極 的に 行っ て いく 必 要

が あ る
。

ま た ＡＤＬ 対応 型 高 齢者 体 操 （以 下、 ＡＤＬ 体 操） は、 １９５７ 年よ り官 民 ］体 と なっ て 高

齢者 の健 康 維持 振 興対 策 を制 度的 に 行っ て きた ス ウェ ー デ ンのペ ンショ ン ナー ズ ジム ナス

テ ィ ー ク （Ｐｅｎｓ三〇ｎ 虹ｓ Ｇｙ㎜ むａｓｔｉｋ： ＰＧ） を 応 用 し て、 大 久 保 が 目 本 人 向 け に 修 正 し 応 用

し た 高 齢 者 向 け の 体 操 で あ る５〕Ｌ８）
。 そ の 主 な 胃 的 は、 高 齢 者 の ＡＤＬ レ ベ ル に 合 わ せ た 正

し い 方 法 で 身 体 を 動 か す こ と に よ っ て、 ＡＤＬ の 回 復 ・ 維 持 を 図 り
、

自 立 を 支 援 ・ 促 進 す

る こと で ある。 本 体 操 は、 低撞 度負 荷 によ る集 団 的 運動 療 法の ひと つ と して位 置 づ け られ

るカミ
、 大 き な 特 徴 と し て は、 教 育 を 受 け た 指 導 者 が

、
そ こ に 参 加 す る 高 齢 者 の ＡＤＬ レ ベ

ルや 障害 程 度、 施 設の 環 境条 件 や人 数 な どを総 合的 に評価 した うえ で、 基 本体 操 を組 み合

わせ て準 テ ーラ ］メ ］ ド的 にメ ニ ュ ーを 作 る、 グル ー プ・ ダイ ナ ミク ス を利 用 しなが ら行

う 点 と い え る。

本 章は・ 要 援護 嵩 齢 者に 脊柱 が 轡曲 した高 齢者カミ多 いこ と に着 胃 し、 高齢 者の 脆 弱化 指

標 のひ とつ と い える 年齢 と脊 柱 轡 曲 レベ ルに よっ て 呼吸 機能、 筋力、 骨密 度、 平 衡機 能 お

よ び ＱＯＬ に どのよ う な特 徴や 棉 違淋 あ る かを明 ら かに し、 脊 柱 轡曲 の ある 高齢 者 への 運

動療 法 のあ り 方に つ いて 検 討 した。

方法

１、 対 象

対象 は、 呼吸器 疾 患 を有 さ ない ６０ 歳 以上 の 女性 で、 東 京都 内 の養 護 老人 ホ］ ム を利 用

す る ５０ 名 と、 福 祉 団 体が 運 営す る配 食 サー ビス 活 動 にシ ニア ・ ボラ ンテ ィ ア と して参 加

してい る １８ 名 で、 本研 究 の趣 旨 につ い て理 解で き る認 知 機能 を 有 し、 研 究 への 参加 鶴 カ

に 同 意 の 得 ら れ た ６８ 名 で あ る。 平 均 年 齢 ７４
．８

歳 （ＳＤ ９．２） で あ っ た
。 研 究 の 説 明 と 同

意 にあ たっ て は、 最初 に、 施 設 責任 者 から の研 究 概要 の説 明 で、 参 加 協カ の意 志が あ る場

合の み測 定会場 にき て も らい、 再度、 測 定 会場 で研 究 者よ り 対象 者個 々 に 対 して説 明 した
のち、本 人の 意思 にも と づい て自 筆 にて 同 意書 にサイ ン して もらっ た。 調 査 は 平成 １５ 年 ８



月 に 実 施 し た。

年 齢 と 脊 柱 轡 曲 レ ベ ル で グ ル ー プ 分 け を す る に あ た り
、

年 齢 は ６０ 歳 代、 ７０ 歳 代、 ８０

歳 以 上 の ３ つ に、 脊 柱 轡 曲 レ ベ ル は ６８ 名 の 平 均 脊 柱 轡 曲 角 度 ２０
．
６ 度 （Ｓ◎ ３．５） を 基

準 健 と し て、 ２０ 度 未 満 と ２０ 度 以 土 の ２ つ に 分 別 し、 以 下 の ６ つ の グ ル ー プ を 作 っ た ：

Ｌ６０ＶＢ （６０ 歳 代 で 脊 柱 轡 曲 レ ベ ル が ２０ 度 未 満
、 １５ 名）、 蘭６０ＶＢ （６０ 歳 代 ２０ 度 以 土

，
６

名）、 Ｌ７０ＶＢ （７０ 歳 代 ２０ 度 未 満、 １０ 名）、 纈７０ＶＢ （７０ 歳 代 ２０ 度 以 上、 １４ 名）
、 Ｌ８０ＶＢ

（８０ 歳 以 上 ２０ 度 未 満
、

８ 名）
、 Ｈ８０ＶＢ （８０ 歳 以 上 ２０ 度 以 上

、 １５ 名）。 Ｔａｂ１ｅ１－Ｉ に、

対 象者 ６８ 名 の年 齢 と 脊柱 轡 曲 レベル 別 によ る属 性 およ び 脊柱 轡 曲角 度 を示 し危。

〈Ｔａｂｌｅ ト 三 ＞

今 回、 分析 の 対象 を女 性 に しぼっ た のは、 十分 な数 の男 性 対 象者 か ら協 カ が得 ら れ ず、
各 グル ー プの男 女 比 を近 値 にす るこ と がで き なか った た めで あ る。
２． 方 法

１） 呼吸 機 能

（１） 肺 換 気機 能

肺 換 気 機 能 は
、

ス パ イ ロ メ ー タ （Ｃｈｅｓｔｇｒａｐｈ ３ｒ１
副 一１０１， Ｃｈｅｓｔ Ｋ Ｋ

，
Ｊａｐａｎ） を 用 い

て、 ％ 肺 活 量（％ＶＣ） お よ び １ 秒 率 （Ｆ 醐 １．Ｏ％） を 測 定 し た
。

（２） 呼 吸筋 カ

呼 吸 筋カ は、 機 能 的 残 気量 位 （駅Ｃ） に お け る最 大 吸気 筋 カ （Ｍ肥） を９〕
、 呼吸 筋 カ 計

（Ｖｉ 勧 ｐｏｗｅｒ Ｋ 昼一１０１
，

Ｃｈｅｓｔ ＫＫ
，

Ｊａｐａ皿） を 用 い て 測 定 し た
。

（３） 換気 様 式

換 気 様 式 に 関 し て は、 イ ン ダ ク テ ィ ブ 方 式 の 呼 吸 バ ン ド （Ｃｈｅｓｔ ＫＫ， Ｊａｐａ血） と

Ｋｏ ｍ ｏ－Ｍｅａｄ ダ イ ア グ ラ ム （Ｋ－Ｍ ｄｉａｇｒａ㎜） 川 を 用 い て、
立 位 安 静 の 状 態 で 評 価 し た。

バ ン ドは、 対 象者 の 乳房 部 と瞬 部 の位 置に、 肌着 の 上 から 体形 に あわ せ た長 さ を調 節 して

巻 い危。 こ二れ らの 胸 腹壁 の動 き は、 上 記の 電 子ス パイ ロメ ］ タ で 安静 時 ］圓 換 気量 を 同時

測 定 して、 胸 壁 気 量 変 化 量 と 腹 壁 気 量 変 化 最 に 校 正 変 換 し Ｘ－Ｙ レ１コー ダ ー（ＷＲ８５００

糺 ＣＤ ｔｙｐｅ，
Ｇｒａｐｈｙｔｅｃ ＫＫ

，
Ｊａｐ ㎝）．に 記 録 し た

。
換 気 様 式 の 評 徳 方 法 は

、
米 択 川 が △

ｖｒｃ／△ ｖａｂ の比 で 分類 した も の を、 服 ｃ と 吸気 末 プラ トー を結ぶ 線 の傾 き の角 度 （ｔａ皿

△ ｖｒｃ／△ ｖａｂ） で 表 示 し 忠 州 越’２〕 の 判 定 基 準 を 用 い た
。 換 気 様 式 に は 正 常 換 気 様 式 （Ｎ

型）、 腹壁 系 優 勢型 換 気様 式 （Ａ 型）、 肋 骨系 優 勢型 換 気様 式 （艮 型） お よ び 奇異 換 気様 式

（Ｐ 型） の ４ 様 式が ある。

２） 脊 柱 轡曲 レベ ル

脊 柱 轡 曲程 度 の 評 価 方 法に は、 姿 勢 の数 量 化 や 脊 椎の ア ライ メ ン ト （ｓａｇｉｔ勧 ｓｐｉｎ創

創ｉｇｎ㎜ｅｎｔ）、 骨盤 傾 斜 角 度 を 測 定 したも の な ど秘 あり、 そ の 信 頼 性 や 妥当 性 が 検 討 さ れ

て い る王３ト 閉
。 今 回 は、 ある 限 られ た 時 間 内 にお い て 福 祉施 設 で 測 定 しなく て は な ら な

い 限界 が ある こと や、 高 齢 者の 疲 労を 考 慮 して、 短 時間 で簡 便 に でき る 方 法を採 択せ ざる

を 得 な か っ た
。

Ｆｉ駅ｒ １－１ は、 本 研究 に おけ る脊 柱 轡 曲角 度を 相 対的 に比 較 評 価す る 方法 を 示 した もの

で あ る。 被 験 者 に は 着 衣 し た ま ま、 自 然 立 位 で 視 線 を 正 面 に し た 状 態 に な っ て も ら っ だ
。

臨床 的 な下 半身 重 心位 置 Ｇ 点 （大腿 の 横幅 １／２ と大 腿長 申 上 １／３ の 交 点） ｝ に 赤 色シ
」 ル で 目 印 を つ け

、
横 向 き か ら デ ジ タ ル ・ カ メ ラ で 撮 影 し た

。
身 体 動 揺 が 大 き か っ た り

、

３
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転 倒 の 危 険 性 の あ る 被 験 者 に は、
利 き 手 側 で 手 す り を 保 持 し て も ら っ た

。
Ｆ 敏 ｒｅ １－１ に

示 すよ う に、 パ ソコ ン函 面 上で、 Ｇ 点 を垂 直に 通 る線 と 頭頂 との 交 点 （固 点）、 お よ び 眼

球 の 位 置 （Ｅ 点）
、 背 申 最 後 面 （Ｂ 点） を 確 認 し た 後 に ∠ ＥＧ蘭 と ∠ Ｂ ＧＲ を 作 成 し、

そ

れ ら を合 計 した 五 ９ＧＢ を 本研 究 にお け る脊 柱 轡曲角 度 （ＶＢ） と した。

く ドｉｇｕｒｅ １－１ ＞

３） 筋 力

筋 力 は、 左 右 の ど ンチ カ （母 指 と 示指 の ２ 本 の 手指 でつ ま む・はさ むカ）、 握 力、 大腿

四 頭 筋 筋 カ の ３ 項 目 を 筋 力 測 定 器 互ｓｏｆｏｒｃｅ ＧＴ－３００／３０５／３１０／３１５ （０ Ｇ Ｇｉｋｅｎ ＫＫ，

Ｊａｐ触） を用 い て濁 定 し た。 大 腿 四 頭 筋 群 の 筋 力 測 定 は、 被験 者 に背 もた れ の あ る 椅子

に 腰 掛けて も ら い、 筋カ 計セ ンサー を 被験 者 の膝 か ら ５ｃｍ の 位 置に 置い た後、 検 者の か

け 声 にあ わぜ て、 被 験者 にセ ンサ ー に抗 して 大腿 部 を 思い切 り 挙 上 して測 定 した。 個 々 の

種 目 に対 して 左 宥 とも原 則 ２ 回ず つ 測 定 し、 そ の 中で 最 も良 い値 を 採用 した。

４） 骨密 度

骨 密 度 は。 踵 骨 を 測 定 部 位 と す る 趨 音 波 骨 密 度 測 定 装 置 Ａ－１０００ ＥＸＰＲＥＳＳ （Ｌｕｎ 趾

Ｃｏ．，
Ｊａｐ ㎝） を 用 い て、 ス テ ィ フ ネ ス （ｓｔｉ腕 ｅｓｓ） と 健 常 ２０ 歳 の 平 均 値 と の 比 較 を 示 す

ＹＡＭ 比 較 （％） で 評 価 し た
。

ス テ ィ フ ネ ス は、 広 帯 域 超 音 波 減 衰 率 （Ｂ σＡ 値 ： ｂｒｏａｄｂａ皿ｄ

ｕ王ｔｒａｓｏも ｎｄ ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎ，
精 度 ± ５ ｍ ／ｓｅｃ） と 趨 音 波 伝 播 速 度 （ｓ ｏ ｓ 値 ： ｓｐｅｅｄ ｏｆ ｓｏｕｎｄ，

精 度± ３ｄｂ／Ｍ肩ｚ） から 算出 さ れる。

５） 平 衡 機能

平 衡 機 能 は
、

重 心 動 揺 （重 心 動 揺 計 測 装 置 醐 ０３－００４７， 共 莉 電 業 ＫＫ， ３ａｐａな） で 評

偲 した。 被 験者 に は素 昆、 開 脚位 に て 重心 動揺 計測 装 置セ ンサー 板 上の 中心 に 位 置 しても

ら い、 １０ 秒 間 静止 立 位保 持 の状 態 で 測 定 した。 は じめ に開 眼 を 実施 したの ち、 めま い な

どの諸 症 状が ない こ とを 確 認 して から 開 眼で 実施 した。解 析 項目 のう ち、矩 形面 積（ｍｍ２）・

外 形 面積 （ｍｍ２）、 重心 動 揺 総 軌跡 長 （醐竈α） お よ び 単位 時 間 総 軌 跡長 （ｍ醐／ｓ） を分 析

の 対 象 と した。 矩形 面 積 は、 重 心 軌跡 の 前後 左 右 ４ 方 向の 最 大 値 を掛 け合 わせ た、 重 心

動 揺 を完 全 に覆 う 四辺 形の 面 積で、 外 形 面積 は、 動 揺 によ り ピクセ ルで 塗り つ ぶさ れた 部

分で、 重 心 軌跡 に よっ て囲 ま れた 面積 をさ す。

６） 生 活 の 質 （Ｑ ◎ し； Ｑ篶 融ｔｙ ＯｆＬｉｆｅ）

目 本 骨代 謝 学会 骨 粗髭 症患 者 ＱＯＬ 評価 検 討委 員会 が 作成 した骨 粗霧 症 患者 Ｑ０Ｌ言平個

質 間票 ２０００ 年 度 版 州 を使用 した。 自 分 で記 入 淋可 能 な 場合 は自 記 式 で、 不 可 能 な場 合

は イ ン タ ビ ュ ー 法 で 行 っ た
。

本 質 聞 紙 は、 現 状 表 １４ 項 目、
評 価 表 ３９ 項 目 か ら な り、 評

価 表 の 下位 項 冒 は、
ｒ痛 み」 ｒ冒 常 生 活動 作」 ｒ娯 楽 ・ 杜会 的 活動 ゴ 総合 健 康度」 ｒ姿勢 ・

体 形」 「転 倒 ・ 心 理 的 要 素」 「総 括」 の ７ つ で あ る。
「胃 常 生 活 動 作」 の み、 さ ら に ３ つ の

小項 目 （①身 の 回 りの こ と、 ② 家 事、 ③ 移 動） から な って い る。 回 答 は ５ 段 階評価 方 式

（う ち ３ 段 階 が ４ 閥） で、 得点カミ高い ほ ど Ｑ０Ｌが 高く な る よう に、 配 点が 逆 転 して いる ４

間 につ いて は、 統 計 処理 の際 に リバ ース を行っ た。 な お 「総 括」 は、 骨 粗 慈症 と診 断 され

て いる 対象 者 に 限定 して 闘く 質 間の た め （全 １ 項 目）、 今 回 の 分析 か らは 除外 した。

３、 分 析

分析 につ い て は、 対象 者 の属 性 は単 純集 計 を行 っ 危。 ６ 群 間 にお け るパ ラメ ー タ変 数の

平 均 値 の 差 を み る た め に ＾ 元 配 置 分 散 分 析 と Ｂｏｎｆｅｒｏｎｉ ｔｅｓｔ を、 ６ 群 間 に お け る 換 気 様
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式 と の 関 連 性 を 分 析 す る た め に 〆 検 定 を 行 っ た。 こ れ ら の 分 析 に は 統 計 ソ フ ト１：）ｒ． ＳＰＳＳ

Ｘ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ （ｅｘａｃｔｔｅｓｔ 付 き） で 行 い、 危 険 率 ５％ 以 下 を 有 意 と し た
。

４． 倫 理 的 配 慮

本 研究 に お ける 倫理 的 配慮 と して は、 研 究方 法 の 「対象」 の節 で 述べ た よう に、 体力 の

低 下 し彪高 齢者 に 身体 的 ・精神 的 苦 痛 をか け ない よう、 測 定 に おい て は短 時間 で簡 便 に 実

施 で きる 方 法 を採 択 した。 全測 定 に要 し危 時間 は、 被 験 者一 人 あた り ３０ 分 前後 で あっ 危。

その 他 は、 本 学の 倫理 審 査委 員 会規 程 およ び ヘ ルシ ン キ宣言 の 原則 に 基づ い て 実施 し た。

なお、 本研 究 は東 京 女子 医科 大 学 の倫 理委 員 会 の審 査 で承認 を 得 た。

結果

Ｆｉ駅ｒｅ １－２ は、 群 別 に よ る ％ＶＣ
， ＦＥＶ１．Ｏ％ お よ び ＭＩＰ の 平 均 値 比 較 の 結 果 を 示 し た

も の で あ る （一 元 配 置 分 散 分 析 と Ｂｏｎｆｅｒｏｎｉ ｔｅｓｔ）。
％ＶＣ で は、 Ｌ６０ＶＢ と Ｈ８０ＶＢ

（ｐ≡Ｏ．０２５） で 有 意 に Ｌ６０ＶＢ が 高 値 で あ っ た が
、

ＦＥＶ１．０％ で は 両 検 定 と も に 有 意 差 は 確

認 さ れ な か っ た
。

ＭＩＰ で は
、

Ｌ６０ＶＢ カミ Ｈ７０ＶＢ， Ｌ８０ＶＢ お よ び 蘭 ＯＶＢ よ り も、 Ｈ６０ＶＢ

は 纈８０ＶＢ よ り も 有 意 に 高 値 で あ っ た。

〈 Ｆｉｇｕｒｅ １－２ ＞

Ｆｉ駅ｒｅ １－３ は、 年 齢 と脊 柱 轡曲 別 によ る 換気 様 式の 割合 を 比較 した もの で ある。 全体

の 換 気 様 式 で は、 Ｒ 型 が ５５ 名 （８０．９％） と 最 も 多 く
、

Ｐ 型 淋 ７ 名 （１０．３ ％）
、

Ｎ 型 が ６

名 （８．８％） で、 Ａ 型 に 該 当 す る 者 は い 征 か っ た
。

Ｈ８０ＶＢ は 他 グ ル ー プ よ り も Ｐ 型 の 割

合が 多く、 脊柱 轡 曲 レベ ル ２０ 度未 満 と ２０ 度 以上 で は、 どの 年 代 にお いて も ２０ 度 以 上

の ほう が Ｐ 型 の割 合 が 多 い傾 陶 が み られ た。 群間 に 分布 の 違 い が ない か を 確認 す る た め

に 〆 検 定 を 行 っ た 結 果
、 ｐ － ０，０３３ で 統 計 的 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た。

く Ｆｉｇｗｅ １－３ ＞

Ｆｉ駅ｒｅ １斗 は、 群別 に よ る ピン チカ、 握 カ お よび 大 腿四 頭筋 力 の 平均 値比 較 の 結果 を

示 し た も の で あ る
。

ど の 項 日 に お い て も
、

Ｌ８０ＶＢ と Ｈ８０ＶＢ は 有 意 に Ｌ６０ＶＢ よ り も 低

値 で あっ た。 握 力 と 大 腿四 頭 筋カ に つ い ては、 Ｌ６０ＶＢ が 他 の 全 ての 群 より も 有 意 に高 値

で、 同 年 齢層 の Ｈ６０ＶＢ 間と も 統計 的 有意 差 が認 め られ た。

＜ Ｆｉｇｕｒｅ 、一４ ＞

Ｔａｂ１ｅ 五一■ は
、

群 別 に よ る 骨 密 度 と 平 衡 機 能 の 平 均 値 比 較 の 結 果 を 示 し た も の で あ る
。

骨 密 度 で は
、

ス テ ィ フ ネ ス と ＹＡＭ 比 較 と も、 Ｈ８０ＶＢ が Ｌ６０ＶＢ と Ｈ６０ＶＢ よ り も 有 意

に低 値 であ った。 平衡 機 能 では、 闘 閉 眼の ｒ重心 動揺 総 軌跡 長」 と ｒ単位 時 間 総軌 跡 到

に一 元 配置 分散 分 析 で有 意 差が み られ たが、 多 重比 較で 統 計的 有意 差 がみ ら れ たの は開 眼

の 「重 心動 揺総 軌 跡長」 と 「単 位 時間 総 軌跡長」 で、 Ｈ８０ＶＢ が Ｌ６０ＶＢ よ り も 距離 が延

長 し て い た
。

〈 Ｔａｂｌｅ １－ ｎ ＞

Ｆｉ駅ｒｅ １－５ は ＱＯＬ 得点 の 平均 値 を群 別 に比 較 した 結果 と検 定結 果 を示 した。 どの 項 胃

も 得点 秘 高い ほ ど ＱＯＬ が 高 いこ と を意 味 する。 一 元 配置 分 散 分析 と 多重 比較 で 有意 差 が

み ら れ た の は、 身 の 回 り の こ と （Ｐｅｒｓｏｎ釦 ａｐｐｅａｒ帥 ｃｅ ξ㎜ ｄ ｈｙｇｉｅｎｅ）、 家 事 （ 肋 皿ｓｅ

ｃｈｏｒｅｓ）、 移 動 （Ｍ ｏｂ 肚 ｙ） お よ び 娯 楽 ・ 杜 会 的 活 動 （Ｒｅｃｒｅａｔｉｏｎ 叡 ａ皿ｄ ｓｏｃｉ創 ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ）

で、 ど の 項 目 に お い て も Ｈ８０ｖＢ が 有 意 に 低 値 で Ｑ０Ｌ が 低 か っ た
。

特 に 家 事 （ 脆 ｕｓｅ

７
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ｃｈｏｒｅｓ） に つ い て は
、 同 年 齢 の Ｌ８０ＶＢ と も 統 計 的 有 意 差 が 確 認 さ れ た

。
転 倒 ・ 心 理 的 要

素 （河 副 ａ皿ｄ ｐｓｙｃｈｏ工ｏｇｉｃ叡 ｆａｃｔｏｒｓ） は
、

一 元 配 置 分 散 分 析 の み に 有 意 差 が 確 認 さ れ 多

重 比 較 で は認 め られ な かっ たが、 どの 年 代 にお い ても 脊 柱轡 曲 レベ ル ２０ 度 以上 群 が ２０

度 未 満群 よ りも 転倒 に対 する 不 安が 強 い傾 向が み ら れた。

く Ｆｉｇｕｒｅ １－５ ＞

考察

１． 脊柱 轡曲 の 強 い高 齢者 へ の 運動 療 法の 蟹的

％ ＶＣ で は
、

珂８０ＶＢ 酵 が Ｌ６０ＶＢ 鮮 よ り も、
ま た Ｍ互Ｐ で は Ｌ６０ＶＢ 灘 と Ｈ６０ＶＢ 鮮 よ

り も 有意 に低く、 換気 様 式で は、 呼 気・ 吸 気筋 よ りも 呼吸 補助 筋が 優位 に 作動 ず る非 効 率

的 な Ｐ 型 の 割合 淋 Ｈ８０ＶＢ 群 に多 い傾 向 がみ ら れ、 群 間 によ る分 布 の有 意な 相 違も 確 認

さ れ た。 ＰＥＶ１．Ｏ％ で は 統 計 的 有 意 差 が 確 認 さ れ な か っ た こ と か ら
、

こ れ ら は 末 梢 気 道 や

蹄胞 病 変 な どの 肺内 因 子に よ るも の と は考 差にく いこ とが 示 唆さ れ た。 脊 柱轡 曲 をき 危す

要因 に は㍉ ① 長期 閥 に わた る 同一 姿 勢 （多く は 職業 的 背景） によ る 腰椎 変 性後 轡症 と、 ②

骨 粗慈 症 起因 の脊 椎 圧迫 骨 折 な どで、 胸 椎後 轡 の発 症 か ら二次 的 に 腰背 筋・ 下 肢 筋カ 淋低

下 し脊 柱 轡曲 が増 強 する も のが あ り、 骨 粗髭 症 起因 の脊 柱 轡 曲は 高 齢女 性に 多 いと い われ

てい る 川 州
。 今 回、 非 効率 的 な換 気 様 式に つ いて は、 年齢 要因 の ほ かに 脊 柱 轡曲 によ る

影 響 淋 強い こと を 示 す結 果 で あり、 こ れ は胸 郭 変形 に 伴う 胸腹 腔 内 の容 積減 少 によ る力 学

的要 因 や、 姿勢 保 持 に関 与 する 抗 重力 筋 （頸 部 筋群、 僧 帽 筋 下部、 広 背 筋、 腹 筋群、 膝 伸

筋群、 腎筋 群） の 萎 縮・ 筋 緊張 によ る 筋カ 低 下、 さ ら には 腰背 部 の深 部痛 な どによ る心 理

的 ・神 経性 的要 因 が 関与 してい ると 考 完 られ、 運動 療法 な どの リハ ビリテ ー ショ ン によ っ

て 改 善の 見 込み が期 待 でき るこ と を示 唆 して いる と い完 る。

具 体的 な 運動 療 法の あり 方と して は、 骨 量低 下や脊 椎 の圧 迫 骨折 な ど、 複 数因 子が 長期

聞 に渡 っ て 関与 し変 形 を もた ら した 脊 柱轡 曲の 形 態的 回 復 を目 指す の では なく、 筋肉、 そ

の 中 で も 特 に Ｔｙｐｅ Ｉ 線 維 に 働 き か け
、

萎 縮 し た 筋 神 経 シ ス テ ム （ｄｉｓｕｓｅ ａｔｒｏｐｈｙ ｏｆ

ｎｅｕｒｏ－ｍｕｓｃｕ１弧 ｓｙｓｔｅｍ） を 賦 活 化 す る こ と を 効 果 的 で あ る と 考 え る
。 野 ｐｅ Ｉ 輝 維 は 抗

重カ 筋 や 関節 筋 な どに 多く 含ま れ る 遅筋 で あり、 不 動 に よる 萎縮 は Ｔｙｐｅ Ｉ線 維 （速 筋）

より 強 いが 刎
、 加 齢 に よ る 萎縮 は Ｔｙｐｅ ｎ より も 小 さ いこ と が 確認 さ れ て おり、 運 動療

法 によ る 筋 肉の 耐 久性 回 復 に 効果 的 で はな い かと 考 乏る 岬 ㈲
。 ま た 近年 で は、 廃用 筋 に

おけ る 萎縮 を病 変 と する 廃用 性 萎縮 に対 して、 加 齢 に伴 う 内・ 外 因性 要 因に よ る運 動 単位

数の 減 少 と 神 経 原 性 変 化 を 呈 す る 筋肉 減 少 症 （ｓ趾ｃｏｐｅｎｉａ） の病 態 の 解 明 に よ り、 活 動

性 低 下 や 低 栄 養 な ど が 外 因 子 と な っ て ｓａｒｃｏｐｅｎｉａ の 発 症 に 大 き く 関 与 す る 可 能 性 が 指 摘

さ れ て いる 川 州
。 呼 吸機 能 は循 環 機 能と 一 対 の関係 を持 ち なが ら活動 の 持 久性 に 大き な

役 割 を担 っ てお り 川
、 ｓ組ｃｏｐｅｎｉａ と の棉 補 的 関係 も当 然 考 えら れる。 可能 な 限り 呼吸 機

能 を 維 持 し な が ら、 活 動 性 低 下 に よ る 廃 用 と ｓａｒｃｏｐｅｎｉａ の 急 速 な 進 行 を 阻 止 す る こ と も、

脆弱 化 した高 齢 者 に対 す る運 動療 法 の 重要 な冒 的 と考 え る。

２． 脊 柱 轡曲 の 強 い高齢 者 へ の運 動 療法 の 強度 と頻 度

脊 柱 轡 曲に よ る姿 勢変 化 に影 響 を受 け る上 半 身 には、 最 大 の吸 気 筋 であ る横 隔 膜を 含 め

て ほ と ん ど の 呼 吸 筋 群 が 存 在 し て い る。 そ の 役 割 に は ｒ換 気 機 能」 と、 笑 う、 食 べ る
、

寝

返る㌔ 姿勢 保 持 な どの目 常 生活 動 作 に関係 す る 「非 換 気機 能一 が ある。 本 調査 の ＱＯＬ の

結 果 が 示 す よ う に、 身 の 回 り の こ と （Ｐｅｒｓｏｎ劔 ａｐｐｅａｒ ㎜ ｃｅ ㎝ ｄ ｈｙｇｉｅ 蝸）
、 家 事 （ 馳 羽ｓｅ
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ｃｈｏｒｅｓ）、 移 動 （Ｍｏｂ 雌 ｙ） お よ び 娯 楽 ・ 杜 会 的 活 動 （艮 ㏄ｒｅａｔｉｏｎ劔 鋤 ｄ ｓｏｃ 勧 ａ，ｔｉｖｉｔｉｅｓ）

に お け る Ｈ８０ＶＢ の ＱＯＬ が 低 く
、 特 に 家 事 （ 腕 ｕｓｅ ｃｈｏｒｅｓ） で は 同 年 代 の Ｌ８０ｖＢ 群 よ

り も 有意 に低 値 で、 呼吸 機 能 のみ で なく、 Ｈ８０ＶＢ 群 の 胃 常生 潜動 作 範囲 が極 端 に 限 定さ

れ て い る こ と が 明 ら か と な っ た
。

今 回、 ＱＯＬ の 痛 み （Ｐａｉｎ） で は統 計 的 有意 差 は認 め られ な かっ た が、 脊 柱轡 歯 は 痛み

や 横 隔膜 ヘル ニ ア、 逆 流性 食道 炎 な どの 不快 な愁 訴 を 惹起 し、 転倒 や 窓 痛増 強へ の 恐怖 心
か ら 生 活 範 囲 が 限 定 さ れ

、
容 易 に 不 動 や 廃 用 症 侯 鮮 （ｄｉｓｕｓｅ ｓｙｎｄｒｏｍｅ） に 移 行 す る 危 険

性 が 指 摘 さ れ て い る 州 ２２〕 州 筥工〕〕
。 本 調 査 の 骨 密 度 と 筋 力 の 結 果 で は

、 骨 密 度 と 巧 激 動 作

に関 連す る ピ ンチカ は Ｌ６０ＶＢ と Ｈ８０ＶＢ 間の 有意 差 の みで、 年 齢 差に よ ると 推 測さ れる

結 果 であっ たが、 握 カ や大 腿四 頭 筋と い った 目 常生 活 を営 む 上で 重要 な 筋カ にお い て は、
Ｌ６０ＶＢ が 他 の騨 すべ て より も 有意 に 高値 で、 特 に同 年 代の 眺ＯＶＢ と の間 にも 有 意差 を

認 めた こ と か ら、 脊 柱 轡 曲 を有 す る高 齢 女 性 はそ う で ない 高齢 女 性 より も、 ６０ 歳代 も し
く はそれ 以 前 から握 力 や 下肢 筋力 が 低 下 してい る 可能 性 を示 唆 して いる と い完 る。 加 齢 に

伴う 筋肉 量 減少 （ｓ趾ｃｏｐｅｎｉａ） に関 す る文 献 によ れ ば、 運 動 継続 してい る 健康 成人 で も ２５

歳 頃 か ら 筋 肉 量 は 減 少 し２直〕
、 ４０ 歳 以 降 に は 毎 年 ０

．５％ の 筋 肉 量 が 減 少 し、 ６５ 歳 以 降 に 減

少ス ピー ドが伽 遠 さ れ、 ８０ 歳ま でに 筋肉 の ３０ ～ ４０％カミ失 われ る 舳 こ と 淋 わかっ て い

る。 ま た 筋 カ に つ い て は 個 人 差 が あ る も の の
、

お よ そ ３０ ～ ８０ 歳 ま で の 間 に ３０ ～ ５０％

淋 低 下 し３２）
、 ５０ 歳 以 降 に は 毎 年 １％ の 筋 カ 淋 失 わ れ る２望〕 と い わ れ て お り

、
脊 柱 轡 曲 の 強

い ６０ 歳 代 の高 齢 女性 がそ う でな い 高齢 女牲 よ り も筋 肉 量や 筋力 の 減少 速度 が 速 い可 能性

を 示唆 しうる も のと もい え る。

現在、 こ う した 高 齢者 の 身体 的脆 弱 性に 対 して、 普 段 あま り使 わ れ てい 征 い萎 縮 した 筋

神 経 シ ス テ ム （ｄｉ鋤 ｓｅ ａｔｒｏｐ血ｙ ｏｆ 鵬 ｕｒｏ一㎜ 鵬 ｃ以１ａｒ ｓｙｓｔｅ醐） を 賦 活 化 し 動 作 性 を 高 め

る こ と を目 的と した、 パワ ー リハ ビリ テ ］ ショ ンの 効 果 に関 する 基 礎的 な研 究 が 精力 的 に
進 め ら れ て いる 洲

。 我々 も、 身 体 ・ 精神 面へ の 効 果 が短 期 間 に 期 待 でき る パ ワ ーリ ハ ど
リテ ー ショ ンの 考え 方に 賛 同す る もの で ある 淋、 福 祉施 設 にお い て行 う場 合 に は、 器 具の
整備 や 専門 職者 の 監視 な ど、 多く の 間 題をク リ ア ー しな いと 現 実 に実 施す る こと は困 難 で

あ 私 ま 芯 マ シー ン使用 の経 験の な い高 齢 女性 へ の動 機 づけ や、 着 替 えや 移動 な ど、 自 分
の身 の 回り のこ と さえ も 思う よう に でき 恋 い高 齢者 に 対す る 運動 療 法の 場 への アク セ ス ビ

リ テ ィ （ａ㏄ｅｓｓｉｂ 雌ｙ） を い かに 高 め、 運動 を習 慣化 していく か につ いて の 大き な 課 題淋

あ る よ う に 思 わ れ る
。

事 実
、 ｓ 趾ｃｏｐｅｎｉａ に 対 す る 介 入 的 ア プ ロ ー チ に 関 し て は、 そ の 方

法論 の 相 違の ほ かに、 コ ー ホー ト研 究 によ る 成果 数 が 限ら れて おり 運 動療 法 にあ り 方 につ
い て は コ ン セ ン サ ス は 得 ら れ て い な い２眉 川 〕

。

我々 は㍉ 脊柱 轡 曲に 伴 う深 部痛 や 心理 的影 響、 運 動 によ る 酸化 ス トレス と慢 性期 脱 神経
筋 へ の 運 動負 荷 と 筋 障 害 の 間題 岬

、 お よ び人 手や 器 具 在 どの コ ス ト面 か ら総 合 的 に判 断
して、 脊 柱轡 曲 の強 い 高齢 者 を対 象と し危運 動 の強 度 と頻 度と して は、 多忙な繕 祉 施設 に

お いて も約 ３０ ～ ４５ 分／回・２ 回／週 以 上の 運動 を、 非 医 療職 の福 祉 施設 職 員 の誘 導 下で、
長期 間 に わたっ て 継続 的 に 実施 する こ とが 可 能で、 特別 桂器 具 を必 要と しな い低 強度 負 荷

ト レ ー ニ ン グ が 最 も 現 実 的 で あ る と 考 乏 て い る。 具 体 的 に は 最 大 挙 土 負 荷 １ＲＭ

（ｒｅｐｅｔｉｔｉｏ皿 ｍａｘｉｍｕ ㎜） の ５０ ～ ６５％ の １５－２０艮 Ｍ 強 度 （無 理 せ ず に １５ ～ ２０ 回 の 連

続 反 復が 可 能な 負荷） で、 高齢 者 で は自 体 重に相 当 す る負 荷 で、 体幹 の 抗 重力 筋酵 トレー
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ニ ン グ と い う こ と に な る 州 ｕ洲〕
。 い ず れ に し て も

、
高 鯖 者 の 複 数 多 因 子 に よ る 個 人 差 な

ども 含め た 低強 度負 荷 に よる 運動 効 果の 検 証が 必 要 である。

３、 認知 ・ 精神 機能 に 働 きか ける 運動 療 籏

今 回 の Ｑ ０Ｌ の 転 倒 ・ 心 理 的 要 素 （捌１ ㎝ ｄ ｐｓｙｃｈｏ１ｏｇｉｃ劇 ｆａｃｔｏｒｓ） で の 検 定 結 果 で は
、

一 元配 置 分散 分析 の 有 意差 のみ で、 多 重 比較 で は統 計 的有 意差 は 認め ら れな かっ た。 しか

し、 どの年 代 にお い て も脊 柱轡 曲 レベ ル ２０ 度以 上 群 が ２０ 度 未 満群 よ り も転倒 に対 する

不 安・ 恐怖 心 が強 い 傾向 が あり、 脊 柱 轡 曲に より、 視 野や活 動 範 囲が 限 定さ れる こ と を考

える と、 認 知 ・精神 機能 への 影 響が 生 じる 可 能性 が 考完 れた。

現 在、 運 動 による 前頭 葉機 能 をは じめる と する 脳神 経機 能 へ の効 果 州 川 や 脳 血 流 量増

大へ の 効果 州
、 運 動 ス ト レス によ る 視床 下 部 の役 割 州 な ど、 運 動に よ って 認 知 ・精 神 機

能 が 向上 する 可 能性 を 示唆 す る調 査 が精 カ 的に 進 め られ、 大 いに 期待 して いる と ころ で あ

る。 そ れ らの 知見 を 総合 的 に判 断す れ ば、 運動 課題 を 手指 運動 の み に 限定す る の では なく、
全 身の 活 動 筋の 適度 な収 縮 に よる 末梢 受 容器 か ら の刺 激で 脳 を賦 活化 す る 方法 が 効果 的 と

考 乏て よ さそ う であ る。

我々 も、 認 知 に働 き かけ られ る よう な 具体 的集 団 的運 動 療法 の 方法 を 検討 して いる が、
特に 痴呆 や 抑 うっ 症 と診 断さ れ てい な い が、 注意 カ や言 葉 の理 解 な どに 関連 す る軽 度 の認

知 機 能 低 下 が み ら れ る、 い わ ゆ る Ｍ ＣＩ （Ｍｉ１ｄ ｃｏｇｎｉｔｉｙｅ ｉｍｐ説 醐 ｅｎｔ） 州 ま だ は ＡＡＣＤ

（Ａｇｉ亙ｇ－ａｓｓ㏄ｉａｔｅｄ ｃｏｇ 雌 ｉｖｅ ｄｅｃ１ｉｎｅ）
州 の 症 状 を 有 す る 高 齢 者 に 対 し て、 集 団 的 運 動

療 法 を効 果 的に 行 うこ との 困 難 さを 感 じて いる。 また 我々 の 経験 か ら、 集 団的 な運 動 に対

して 女性 は 好意 的 であ るが、 男 性 は敬 遠 する 傾 向 がみ られ る。 こ れ はス ト レス ・ コ ー ピン

グ・パ タ ー ンが、 男 性 と 女 性と で は相 違 が ある こ と が１ つの 要 因 と考 乏 て いる 州 …洲
。 女

性 は気 心 の知 れ た知 人と お しゃ べ り を したり 触 れ合 う な どの情 緒 的 な対 処 行動 を とる 傾 向

淋 ある た め・ 集団 的 に 皆と 行う こ と を好 む かも しれ な い。 反 対に 男 性 は、 情報 を 収集 した

り目 標 を 達成 する な どの 間 題解 決型 対 処 パタ ー ン淡 多 いこ１と から、 個 別 的 に一 人 で実 施 で

きる 筋カ ト レー ニ ングの よ うな 方 法を 好 む人 が 多い と も考 え られる。
い ず れに して も、 脳 の 活 性化 にも 効 果の あ る集 団 的運 動 療法 で は、 高 齢者 の 認知 ・ 精神

、
機能 レベル や性差 に配 慮 し た具 体的 あ り方 が検 討 さ れる 必要 が ある。

結諭

１。 呼吸 器疾 患 の ない ６０ 歳以 上 の女 性 ６８ 名 を 対象 に、 年 齢と 脊 柱 轡曲 レベル に よっ て

呼吸 機能、 筋力、 骨 密 度、 平 衡機 能 およ び Ｑ０Ｌ に どの よう な 特徴 や槻 違が ある か を

明 ら か に し た。

２． ％ＶＣ で は
、 Ｈ８０ＶＢ 群 が Ｌ６０ＶＢ 群 よ り も、 ま た ＭＩＰＳ で は Ｌ６０ＶＢ 群 と Ｈ６０ＶＢ 群

よ り も 有意 に低く・ 非効 率 的 な Ｐ 型 換気 様 式 の割 合 が 多 い傾 向 が み ら れた。 ま た 群

間 に よる 換 気様 式 の 分 布 に 有意 な 関 連 淋 確 認さ れ た が、 ＦＥＶ１，Ｏ％に 有意 差 が み ら れ

な かっ た こと か ら、 こ れ らの 梱 違は 肺 内因 子 によ る もの と は 考 えにく く、 運動 療 法 な

どのリ ハ ビリ テ ー ショ ンに よ って 改 善の 見込み が 期 待 できる こ と が示 唆 さ れた。
３・ 蘭８０ｖ 葛 群 に お け る Ｑ ０ Ｌ の 身 の 回 り の こ と （Ｐｅｒｓｏｎａ１ ａｐＰｅ 弧 ａｎｃｅ ａｎｄ ｈｙｇｉｅ灯ｅ）

、

家 事 （Ｈ ｏｕｓｅ ｃｈｏｒｅｓ）
、

移 乗 （Ｍｏｂｉ１ｉｔｙ） お よ び 娯 楽 ・ 杜 会 的 活 動 （Ｒｅｃｒｅａｔｉｏｎａ１ ａ皿ｄ

ｓｏｃ 剣 ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ） が 他 弾 よ り も 有 意 に 低 く
、

特 に 家 事 （Ｈ◎ｕｓｅ ｃｈｏｒｅｓ） で は 同 年 代
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の Ｌ８０ＶＢ 群 より も 有意 低 値で、 Ｈ８０ＶＢ 群 の冒 常 生活 動 作の 範 囲カミ極 端に 限 定さ れ

て い る こ と が 明 ら か と な っ た
。

４． 筋 カ に お け る 握 力 と 大 腿 四 頭 筋 で は、 Ｌ６０ＶＢ が 他 群 よ り も 有 意 に 高 値 で
、

特 に 同 年

代 の Ｈ６０ＶＢ と の 間に も 有意 差 を認 め た二 と か ら、 脊 柱 轡曲 を 有す る 高齢 女性 は そ う

でな い 高齢 女 性 より も、 ６０ 歳 代 も しく は それ 以 前 か ら握 力 や 下肢 筋 カ が低 下 してい

る こ と が 示 唆 さ れ た
。

５・ ＱＯＬ の 転 倒 ・ 心 理 的 要 素 （ｆ鋤 ２ｍｄ ｐｓｙｃｈｏ１ｏｇｉｃ創 ｆａｃｔｏｒｓ） の 一 元 配 置 分 散 分 析 で

有 意差 が 確認 さ れ、 どの年 代 にお い ても 脊 柱轡 曲 レベ ル ２０ 度 以 上群 が ２０ 度 未 溝群

よ りも 転倒 に 対 する 不 安・ 恐 怖心 淡 強い 傾 向淋 み られ た。

６． 以 上 の 結 果 を も と に
、 脊 柱 轡 曲 の あ る 高 齢 者 へ の 運 動 療 法 の あ り 方 と し て

、
そ の 目 的

、

強 度と 頻 度、 お よび 認知 ・ 精神 面 への 働き かけ の必 要 性な どにつ いて 考 察 した。
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Ｆｉ 帥 ｅ １ｅｇｅｎｄｓ （和 訳）

図 １－１ 本 研究 に お ける 脊 柱轡 曲角 度 の測 定方 法

被 験 者 に は、 自 然 立位 の 状態 で視線 は正 面 をみ て も らう。 下 半身 の重 心 位置 Ｇ 点 （大

腿 の 横 幅 １／２ と 大 腿 長中 上 １／３ の交 点） を 垂 直に 通 る線 と頭 項 と の交 点 （費 点）、 およ

び眼 球 の位 置 （Ｅ 点）、 背 中最 後 面 （Ｂ 点） を確 認 した 後、 五 ＥＧ矧 と■ ＢＧ月 を作 成

し、 それ らを合 計 した■ 邊ＧＢ を 本研 究 にお け る脊 柱 轡曲角 度 （ＶＢ） と した。

図 １－２ 呼 吸機 能の 群 間比 較 （平 均 値 ±標 準偏 差）

† 図 表 宥 上の ＡＮＯＶＡ （ｐ 値） の数 宇 は、 一元 配 置 分散 分析 の 結果 を示 す。

‡ 図 内 の ｐ 値 は、 多 重 比 較 Ｂｏｎｆｅｒｒｏｎｉｔｅｓｔ の 結 果 を 示 す。

§ Ｌ６０ＶＢ （Ｌ７０ＶＢ
，

Ｌ８０ＶＢ） は
、 ６０ 歳 代 （７０ 歳 代、 ８０ 歳 以 土） で 脊 柱 轡 曲 角 度 ２０

度 未 浦 を 示 す。 Ｈ６０ＶＢ （ 帥 ０ＶＢ
，

Ｈ８０ＶＢ） は、 ６０ 歳 （７０ 歳 代
、

８０ 歳 以 上） で 脊 柱 轡

曲角 度 ２０ 度以 上 を示 す。

図 １－３ 対 象 者 ６８ 名 の 年 齢 およ び脊 柱 警曲 レベル 別 によ る 換気 様式 の 人数 比較

† Ｌ６０ＶＢ （Ｌ７０ＶＢ， Ｌ８０ＶＢ） は
、

６０ 歳 代 （７０ 歳 代、 ８０ 歳 以 上） で 脊 柱 轡 曲 角 度 ２０

度 未 満 を 示 す
。 Ｈ６０ＶＢ （ 冊 ＯＶＢ

、
蘭 ０ＶＢ） は、 ６０ 歳 （７０ 歳 代、 ８０ 歳 以 上） で 脊 柱 轡

曲角 度 ２０ 度 以 上 を示 す。

図 １一今 筋 力の 群 間 比較 （平均 値 ±標 準 偏差）

† 図表 有 上 の ＡＮＯＶＡ （ｐ 値） の 数字 は、 一 元 翻置 分 散分 析 の結 果 を示 す。

‡ 図 内 の ｐ 値 は
、

多 重 比 較 Ｂｏｎｆｅｒｒｏ凶 ｔｅｓｔ の 結 果 を 示 す
。

§ Ｌ６０ＶＢ （Ｌ７０ＶＢ
，

Ｌ８０ＶＢ） は、 ６０ 歳 代 （７０ 歳 代
、

８０ 歳 以 上） で 脊 柱 轡 曲 角 度 ２０

度 未 満 を 示 す
。

脇 ０Ｖ葛 （Ｈ７０Ｖ葛
、 Ｈ８０ＶＢ）・は、 ６０ 歳 （７０ 歳 代

、 ８０ 歳 以 上） で 脊 柱 轡

曲角 度 ２０ 度 以上 を 示 す。

図 １－５ Ｑ０Ｌ 得 点 の 群 間 艶 較 （平 均 値）
、

お よ び 一 元 配 置 分 散 分 析 と Ｂｏｎｆｅｒｒ◎ｎｉ ｔｅｓｔ の

結果

† Ｂｏｎｆｅｒｒｏｎｉｔｅｓｔ 欄 に は
、

多 重 比 較 で 有 意 差 が み ら れ た 組 み 合 わ せ の 結 果 を 示 し て お り
、

例 え ば Ｈ８０／Ｌ６０，Ｌ７０（ｏ．０１
，

ｏ．ｏ０１） は
、

胃８０ｖＢ と Ｌ６０ｖ Ｂ 間 の 有 意 確 率 淡 ｏ．０１
、

お よ

び Ｈ８０ＶＢ と Ｌ７０ＶＢ 闇 の 有 意 確 率 が ０，００１ を 意 味 す る。

‡ 図 内 の 平均 ＱＯＬ 得点 は、 ６ つ の 項 目 ごとに １ 質間 あ たり の得 点 を算 出 して （合 計 点

÷ 質 間 数）
、

各 群 に お け る 平 均 値 を 求 め た
。 Ｑ ０Ｌ 得 点 は 高 値 ほ ど Ｑ０Ｌ が 高 い こ と を 示 す。

「痛みｊ 「転 倒不 安ｊ につ い て は、 高値 ほ ど痛 み や不 安淡 少 ない こ と を意 味す る。

§ Ｌ６０ＶＢ （Ｌ７０ＶＢ
，

Ｌ８０ＶＢ） は
、

６０ 歳 代 （７０ 歳 代、 ８０ 歳 以 上） で 脊 柱 轡 曲 角 度 ２０

度 未 滞 を 示 す。 艶 ＯＶＢ （Ｈ７０ＶＢ
，

Ｈ８０ＶＢ） は、 ６０ 歳 （７０ 歳 代、 ８０ 歳 以 上） で 脊 柱 轡

曲角 度 ２０ 度 以 上 を示 ず。

２０
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第２章 Ａ ＤＬ対庵型高齢者 体操の実際

本 章 で は、 Ａ 眺 対応 型高 齢者 体 操 （以 下、 ＡＤＬ 体操） の 実 証的 を研 究 を進 め るに あた

り、 実際 に養 護 老人 ホー ム で行 った 体 操 につ いて紹 介す る。

１
、

案 施 場 所 と 対 象

ＡＤＬ 体 操 は、 東 京都 に あ る 杜会 福 祉 法 人 聖 母 会 聖 母 ホー ム］』（養 護 老 人ホ ーム， 定

員 ５０ 名） の 多貿 的ホ ー ル で実施 した。 多 目的 ホー ル に は舞台 と 音響 装 置が 設備 さ 扱て い

る。 ホ ー ル の広 さ は、 体操 時 に広 げた 両 腕が 接 触 しない 程 度 の距 離、 す なわ ち約 ２㎜ 間

隔で、 安定 レた ５０ｃ触 幅の 椅 子を ３５ 個 前後 配 列す る こと が 可能 であ る。

聖 母 ホ ー ム で の ＡＩ）Ｌ 体 操 の 実 施 風 景 を 写 真 ２－１ に 示 し 危
。

〈 写 真２－１ ＞

対象 者 の体 操 への 参加 は、 原 則 と して自 由 意 思に もと づ いて 行っ た。 た だ し、 施 設 職員

が 冒 常生 活機 能 レベ ル低 下 を積 極 的 に防止 す る必 要 淋 ある と判 断 した禾幌 者 に対 しては、

毎 回 の体 操 前に、 施 設職 員 が意 図 的 に本人 に 声 をか けて 参加 を 促 し、 必要 時 に移 乗 ・移 動

を 介 助 し た。

ま 危今 回、 養 護 老人 ホー ム に協 力 を依 頼 した 理由 は、 ① 介護 保 険施 設 で はな いた め、 要

介 護 吟 ～ ５ な どの要 介護 度 の 高い 利用 者カミい な いこ と、 ②利 用 者 の要 介 護度 は自 立 ～要

介護 ３ と 幅 淋広く、 特 に要 介護 １ ～ ３ の利 用 者 につ い ては、 な んら かの 内的 ・外 的 要因

によ り容 易 に寝 たき り に 移行 する 可 能 性を 有 してお り、 介 護予 防 の 必要 性 淋非 常に 高 いと

半１」断 し た た め で あ る。

２．
実 施 曜 日

、
時 闘 お よ び 期 聞

ＡＤＬ 体 操 は ｒや や 疲 れる」 と 自覚 で き る 程度 の 低 強度 負 荷 の 運動 に位 置づ け られ る。

望ま しい 実施 頻 度 につ いて は意 昆 が 分か れる と ころ で ある が 舳
、 特 に 高齢 者に 関 して は、

運動 効果 と骨 格 筋 の修復 ・ 疲 労回 復 との バラ ン スや 継続 可 能牲 の 視点 か ら、 週 ２ ～ ３ 直

淋 適 切 で あ る と い わ れ て い る ４）」富〕
。 今 回 は 施 設 の 冒 課 に 組 み 込 ま な く て は な ら な い 現 実

可 能 性 か ら
、

週 ２ 回 の 月 ・ 木 曜 員 に 実 施 し た
。

実 施 時 間 は ９：３０ ～ １０：１５ （４５ 分） に 行 っ た
。

こ の 時 聞 帯 を 選 ん だ の は、 朝 食 後 １ 時

間以 上 たっ て いる こ とと、 個 人 外出 や 行事 ・ク ラ ブ活 動 前の 時間 帯 で、 入居 者 が参 加 しや

す いと い う理 由 から であ っ た。 平成 １５ 年 度に おけ る Ａ 眺 体 操 の実 施期 聞 は、 ２００３ 年 ７

月 ２１ 目 ～ ２００劣 年 ３ 月 １８ 目 の ８ ヶ 月 間
、

計 ６２ 回 で 為 っ た。

３、 実 施 した 体 操の 強度 と 内容

体 繰 の 強 度 は
、

‘伯 立 ～ 要 支 援” と “要 介 護 １ ～ ３
”

の グ ル ー プ に 分 け て、 ＡＤＬ レ ベ ル

に対 応 した 体操 を 実施 する ご とが 望ま しいと 考 完た が、 施 設の 目課 ・ 行事 や マ ンパ ワー の

現 実 的 状 況 か ら
、

２ グ ル ー プ に わ け て の 実 施 は 不 可 能 で あ る こ と が わ か っ た。 し 危 が っ て、

参加 者の な かの 自 宜 高齢者 に 対応 した １５ ～ ２０ＲＭ 強度 （舵ｐｅｔｉｔｉｏれ ｍａｘｉ血ｕ㎜； 無理 せ

２１
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ず １５ ～ ２０ 回 の 連続 反復 が 可能 な負 荷） に統 一 して 実施 する こ とと なっ た。 た だ し、 参

加 者 自身 の疲 労 度や 骨 関節 ・ 筋肉 の痛 み に応 じて反 復 回数 を減 ら した り、 起 立が 困 難な 場

合 に は座 っ たま ま 実施 でき る よう 配 慮 した。 ま た、 視力 ・聴 力 機 能や 認知 機 能の 砥 下によ

り、 体操 に追 随 する の が困 難 な参加 者 に 対 して はア シス タ ン トカミ支 援 した。

体 操の 内容 は、 Ａ１）Ｌ 対 応型 高 齢者 体操 研 究会 のパ ンフ レッ ト 「ＡＤＬ 対応 型高 齢 者 体操

のす す め螂〕」 ｒい き いき 介護 予 防 高 齢者 の 危 め の 転倒 ・ 骨 折 予 防 体 操’～ の、 ①椅 子 に

座 っ て行 う 体操 と、 ② 椅子 の 背 を支 えに して行 う 体操 項冒 を 申心 に、ＡＤＬ 体操 の 音楽 （８０

～ １００／ｍｉｍ） 川 に あ わ せ て 行 っ た
。

ま た後 述す る よう に、 手指の ピン チカ や握 力 の維 持・ 向上、 お よび 体 操中 の興 味 や 注意

力 を 高 め る た め に
、

体 操 に 小 ボ ー ル （ｓｏｆｔｉｇｏ Ｈ
， ￥ ６００／個， Ｎａｇａｓｅ Ｋｅ 赦 ｏ ＫＫ

，
Ｊａｐａｎ）

を 使 用 し た。 ＳｏｆｔｉｇＯＲ は 高 弾 性 ウ レ タ ン ス ポ ン ジ に 特 殊 樹 脂 が コ ー テ ィ ン グ さ れ て お り
、

重 さ ３２ｇ、 直 径 ９０㎜触 で握り や すく 安 全 なボ ール で ある。 エ ア ホー ル によ り復 元 が 可能

征 た め、 低 ピン チカ ・ 低 握力 の 対 象者 の 掌握 運 動 に適 して いる、 ボ ー ルの 色 は ４ 色 （赤

青 黄 緑色） あり、 参 加 者に は体 操 前 に好き な色 を選 ん で使用 して も らっ た。 使用 申 に、 ボ

ー ル が 転 淋 っ た 場 合 に は、 個 々 の 身 体 状 況 に 応 じ て
、

各 白 も し く は ボ ラ ン テ ィ ア が 拾 うカミ、

転 倒 防止 の 注意 ・ 呼び かけ のた め の学 習 の機 会 と した。

体 操時 間 ４５ 分 間の 時間 配 分と 体 操項 目 は表 ２－Ｉ に 示 した。 体 操個 々 の 具体 的方 法 は、

後 掲 し た パ ン フ レ ッ ト を 参 照 さ れ た い
。

〈 表２－Ｉ ＞ ＜ 資 料
一
パ ン フ レット＞

４
．

ト レ ー ナ ー と ア シ ス タ ン ト

本 施設 専属 の ト レー ナー は ＡＤＬ 対 応 型高 齢 者 体 繰研 究 会の 上 級 公 認指 導 者 ３ 名 と し

た。 参加 者 との 親密 性 を 高 める た め に、 月 曜目 と 木 曜目 の 担当 者 を 各 １ 名 決 め て （計 ２

名）、ス ケ ジュ ー ルが 合 わな い場 合 のみ に 担当 者 以外 の １ 名 が代 替 的 に行 う 方法 をと っ た。

ま た、 準備 ・ 後 かた づ けや 利用 者の 体 操 の援 助 を 行う ア シス トタ ン ト １ 名 の 協 力 を得 て

行 っ た。 ト レ ー ナ ー は
、

舞 台 で 参 加 者 に 体 操 を 説 明 し な が ら 実 施 し た
。

５、 体 燥 実 施 時 の 注 意 点 ・ 留 意 魚

従 来 より ＡＤＬ 却 応 型 高 齢 者 体 操研 究 会 が 体 操 の あ り 方 と して 示 して き た こ と も 含 め

て、 第 １ 章 の 結 果 を踏 ま 乏な が ら、 高 齢 者に 対 す る体 操 実 施 時の 注 意点 ・ 留意 点 と して

以 下 に ま と め た。

当 養 護 老人 ホ ー ム では、 自 立～ 要 介護 ３ ま で の利 用 者 が 生活 して いる た め、 介護 度 の

異な る 対象 者が 一 緒に 集 団的 に行 う とい う 特徴 が あっ た。 体 操の 内 容は ＡＤＬ の 高い 参加

者 に合 わせ なく て はな ら ない た め、 トレ］ ナー とア シスタ ン トが 要 介護 度 の高 い 参加 者 に

意図 的 に関 わる 必 要カミあっ た。 特に脊 柱 轡 曲を きた してい る 脆弱 な 高齢 者 に対 し ては、 体

操に 追 随で きる よ うア シス タ ン トが そ ばで 説明 を補 足 しな が ら行 った。

１） 呼 吸 筋の 効果 的 な活 用と 効 率 的な 呼 吸法 の獲 得

呼 吸筋 樺 の効 果的 な 活用 と 呼吸 補助 筋 優位 で ない 効 率的 な 呼吸 法、 す なわ ち肋 骨 系 と腹

壁 系 の気 量変 化 が同 方 向か っ ほ ぼ同 量に 変化 す る正 常 換気 様式 を 身に つ ける ため に、 呼吸
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表 ２－Ｉ ＡＤＬ体 操の 時間 配分と体操項目

体操の実際

時間配分 使用物晶

姿勢 主として行う体操 項目 参考資料†

Ｓｔａｇｅ １ １５分 椅 子 に 座 る
ウ才 一ミン グ アツプ

（ストレッチ 系）
⑪（ＰＰ１Ｏ～１１）

ｓｔ昭ｅ ２ １◎分 椅 子 に 座 る 自 体 童 負 荷 に よる 反 復 体 操 ②（ＰＰ◎６～０９）

Ｓｏ税ｉｇＯ
Ｒ

（小 ボ ー ル）

ｓｔａｇｅ ３ 王０分 起 立 自 体 童 負 荷 に よる 反 復 体 操 ②（ＰＰ１Ｏ～ ｎ）

Ｓｔａｇｅ ４ １０分 椅 手 に 座 る
ク ーリ ン グ ダ ウ ン

（ストレッチ 系 と認 知 に 働 き か け る 体 操）
⑪（ＰＰ１◎～１１）

含計 斗５分

† ① ② の パンフレ 外 につ いて は、 後 掲 資＊緒 参 照。

① 大 久 保 洋 手；ＡＤＬ滋 溶 型 蕩 齢 者 体 操 の す す め パ ンフ レット， 東 京 法 規 出 版（率３００）．

② 大 久 保 洋 子１いきいき介 護予 防 葛 齢 者の た め の 転 倒・骨折 予 防体 操 パ ンフレット， 東京 法 規 出 版（茎３００）、
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筋 群 の 伸 展 を 中 心 と し た 体 操１２い 洲 に よ る 筋 力 維 持 ・ 強 化、 ＡＤＬ 対 応 型 高 齢 者 体 操 が 基

本原 則 と して いる “…つ の 体操 動作 の後 に、 大 きく 少 し長 めの 呼息” を 意識 的 に行 う こと

によ っ て、 腹 筋や 横 隔膜 の機 能 を活 用 した 効率 的 征 呼吸 法 を獲得 す る。

２） 抗重 カ筋 と 関節 筋 強化 に よる 廃用 と Ｓ班ｃｏｐｅ血ｉａ の 急速 な 進行 防止

脊 柱 轡曲 をき た して い る高 齢 者の 形 態的 回復 を 胃指 す ので は なく、 抗 重力 筋 や 関節 筋な

どに多 く 含ま れ て いる 遅 筋 （Ｔｙｐｅ Ｉ繊 維） を鍛 える こ と によ っ て、 萎 縮 した 筋神 経 シス

テ ム （ｄｉｓｕｓｅ ａｔｒｏｐｈｙ ｏｆ 鵬 ｕｒｏ一㎜ 棚 ｃｕ１ａｒ ｓｙｓｔｅ㎜） を 賦 潜 化 し、 活 動 性 低 下 に よ る 廃

用 と 筋肉 減 少 症 （ｓ砒ｃｏｐｅｎｉａ） の 急 速 な 進 行 を 阻止 する。 脆 弱 な 高 齢者 に対 して は、 体

調と 梱 談 しな が ら、 なる べく 起 立 して 自体 董負 荷 によ る 運動 が 出来 るよ う に支 援 した り、

起立 が 難 しい 場合 は、 座っ て 可 能な 代 替運 動を 示 して ア シス タ ン トと一 緒 に行 う。

３） 末梢 筋力 と 関節 可動 域 の 強化 に よる 巧纐 動 作能 力 の維 持・ 向 上

末梢 筋カ を維 持 す るこ と は、 洋服 の 着脱、 食 事 や排 液 動作 ば かり で なく、 手 作 業を 申心

とす る 趣 味の活 動 を 広 げる こと が可 能 で ＱＯＬ 向 上 に多 い に役 立つ。 ま た 起 立淋 困難 で あ

った り、 身 体 を動 か すこ と に積 極的 で ない 高齢 者 にと っ て、 四肢 末 梢 の運動 は、 体操 開 始

時 の 良 い 動 悸 づ け に な っ た
。

主 と し て
、

上 述 し た Ｓｏｆｔｉ ｇＯ 且を ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ や ク ー

リ ン グダ ウン 時に 使用 した 運動 （手 指 の掌 握運 動、 両膝 ・ 両脚 に挟 ん だ大腿 四 頭 筋の 等尺

性運 動、 手か ら手 ヘ ボー ル 移動 させ る な どの大 関節 運 動） を敢り 入 れた。

４） 転倒 防止 へ の 関心 ・ 注意 カの 向 上と 関節 ・ 脊椎 へ の振 動負 荷 軽減

転 倒 は、 高 齢者 の普 段 の胃 常 生活 の なか で起 こ る事 故 であ り なが ら、 打撲 や 骨 折、 捻挫

な どの 重 特 な傷 害 を もた ら し Ｑ０Ｌ に 非常 に 大き な 影 響 を及 ぼ す。 しか も 「歩 行 中」 「物

を取 る」「椅子 が ら立 ち 上が る・ 座 る」 な どの何気 ない 目常 生 活の 中で 発 生 して いる た め、

転 倒 後 の 心 理 面 や 生 活 へ の 影 響 は 非 常 に 大 き い （転 倒 後 症 侯 群 ； ｐｏｓｔ一 蜘１ｓｙ皿ｄｒｏ ｍｅ
１斗〕）

。

毎回 の 体操 の 中で、 動く こと へ の恐 怖 心を 可能 な か ぎり 緩稲 する と 同 時に、 どのよ う な動

作 をす る場 合 に転倒 の危 険性カミ生 じる かに つい て、 Ｓ◎£ｔｉ ９０旺をバ ウ ンス させ る 遊び 体 操

を敢 り 入れ なが ら、 ① あ わて て ボー ル をと る動 作 は転 倒 を招く た め に、 非 常に 危 険で ある

との 注 意を 何度 も 繰り 返 し、 生活 の 申 で意識 で きる よ う に呼 び かけ たり、 ② 安 全 にボ ール

を拾 う動 作 を提 示 して 一緒 に 行っ た。

ま た 関節 ・脊 椎 への 振動 負 荷軽 減 にっ い ては、 安 定 し危立 ち方 や 座り 方な ど、 脆弱 化 し

危関 節 や脊 椎に 不 要な 過剰 負 荷 をか け ない 目常 生活 動 作 を獲得 して いく 危め に、 体 操 の合

間に 安 全な 椅子 へ の座 り 方や 立ち 方 の練 習 を取 り入 れ た。

５） 認知 機能 へ の働 きが けによ る 精神 機能 の 賦活 化

今 回 は、 要介 護 度が 異な る 対象 者 が一 緒 に参加 して いる 危め、 単純 で 単調 な反 復 体 操の

みで は 興味 淋低 下 したり、 疲 労に よっ て 体操 継 続へ の自 信 が低 下 する こと も 考え１ら れた。

体 操 の 合 間 に 遊 び 体 操 （ＳｏｆｔｉｇＯ 股の バ ウ ン ス、 １ 人 ジ ャ ン ケ ン
、

手 と 足 の 共 同 運 動 な ど）

を取 り入 れ て、 ４５ 分間 注 意力 か持 続 する よう 工 夫 を し危。
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第３章 ＡＤＬ対庵型 高齢者体操 の評価

目的

本 章にお け る研 究目 的 は、 前章 で示 した ＡＤＬ 対応 型 高齢 者体 操 （以 下、 ＡＤＬ 体 操と す

る） の 方 法 と あ り 方 に 基 づ い て、 実 施 前 お よ び 実 施 ４ ヶ 月 後 ・ ８ ヶ 月 後 の 身 体 ・ 心 理 ・ 杜

会 的 データ を 比較 し評 価す るこ と であ る。

方法

１． 対 象

対象 は、 聖母 会 聖母 ホー ム （養護 老 人ホ ーム， 定員 ５０ 名） を利用 す る ６０ 歳 以上 の 女

性 で、 本 研 究の 趣 旨にっ いて 理 解でき る 認知 機能 を 有 し、 研 究へ の参 加 協カ に同 意 の得 ら

れ た 侃 名 であ る。 図 １ に、 調 査、 ＡＤＬ体 操 実施 およ ぴ群別 ま で の流 れ を示 した。 最 初に

研 究者 から施 設 入居 者全 員に 研 究と ＡＤＬ 体操 の概 要 を説明 した後、 ２００３ 年 ７月 に Ａ 眺

体 操実施 前 の測 定を 行っ だ。 調査 場 所に 来場 した 対 象者個々 に対 して、 研 究 者よ り調 査 全

体に つい て 改めて 説 明 した後、直 筆 による 同 意 書を得 た。 測 定は、ＡＤＬ 体操 実施 前 と開 始 ４

ヶ 月 後 （２００３ 年 １１ 月）
、

８ ヶ 月 後 （２００４ 年 ３ 月） の言十３ 回 行 っ た
。 対 象 者 の ＡＤＬ 体 操

への参 加 は自 由意 思 と し、 出 席状 況の み確 認 する こと に同 意 を得 た。 ＡＤＬ体 操 は、 週 ２

回 （月 ・ 木 曜 貝 の ０９：３０ ～ １０：１５）、 聖 母 ホ ー ム の ホ ー ル で、
前 半 ３２ 圓 （２００３ 年 ７ 月

～ １１ 月） と 後 半 ３０ 圓 （２００３ 年 １２ 月 ～ ２００４ 年 ３ 月） の 計 ６２ 回 で あ っ た
。

対象 者 ４１宅 の 平均 年齢 は ８１ 歳 （Ｓ０ ７） で、 要介 護度 は自 立 ～要 介護 ３ で あっ た。 ８

ヶ 月 間 に お け る ＡＩ）Ｌ 体 操 へ の 参 加 率 に よ っ て 高 ・ 中 ・ 低 参 加 鮮 （Ｈ ・ Ｍ ・ Ｌ 群）、 要 援 護

群 （Ｆ 群） の ４ 群 に分 けた。 Ｈ 群 は ほぼ 毎週 ２ 回 参加 した 群 （１１名） で、 Ｍ 群 は ほ ぼ毎

週 １ 回 参加 し （１２ 名）、 Ｌ 群 はほ とん ど参 加が み られ な かった 群 （６名）、 Ｆ 群 は職 員が 意

図 的に参 加 を促 して き た、 員 常 生活 機 能 レベ ル が他 群よ りも 低い 高 齢者 （１２名） で あ る。

なお、 今 回 の評 価研 究 で複数 の施 設 を利用 しな かっ たの は、 本研 究 結果 の影 響 要因 と なり

うる 住環 境 や毎 貝の 食事 の内 容・ 実 態 を、 可 能 なか ぎり 同質 にす る ため であ る。

〈 図 ３－１ ＞

２
．

方 法

調 査の 測 定項冒 の 実施 時期 と内 容の 一覧 表 は、 表 ３一互に示 す 通り で ある。 な お、 使用 し

た調 査用 紙の 実物 を後 頁 （資 料
＿
調 査用 紙） に 掲載 した。

＜ 表 ３－Ｉ ＞ 〈 資 料
．
調 査 用 紙 ＞

１） 対 象者 の特 性に 関す る情 報

（１） 基本 属 性

基 本 属 性 は、 年 齢
、

性 別、 要 介 護 度、 既 往 歴
、

現 在 診 断 さ れ て い る 疾 患 名 と 障 害
、 骨 粗

髭 症の 有無 と治 療 内容、 骨 折経 験の 有 無 （部 位、 年 齢）、 通 院治 療 の有 無、 現 在の 内服 薬、

視 聴覚機 能 レベ ル、 入居 前 の家族 と の 同居の 有 無、 入居 前の 居住 環 境、 趣 味で あっ た。 聴

覚機 能 は、 聴カ （３ 件 法） と 補聴 器使用 の 有 無 （２ 件法） を 把握 した。 視覚 機 能 は、 視 カ

（３ 件 法） と眼 鏡 使用 の有 無 （２ 件 法） で把 握 した。

（２） 目 常生 活動 作

日 常 生 活 動 作 の レ ベ ル は
、

Ｌａｗｔｏｎ Ｍ Ｐ ］！ の Ｐｈｙｓｉｃ 瓠 Ｓｅ１ヂ Ｍ 創 ｎｔｅｎａｎ ㏄ Ｓｃａ１ｅ （Ａ Ｄ Ｌ

２７



２００３／５／２３

研 究 者 から 施 設 入 居 者 に 対して、研 究 お まびＡＤＬ体 操 の 概 婁を説 明

▼

２００３／７／８～７／亘８

【測 庭 １〕 Ａ Ｄ Ｌ 体 繰 実 施 前

玉． 調 査 場 所 に 来 場した 対 象 者 個 々 に斌して、研 究 看 ま

り調 査 金 体 に つ いて 魏 朗百 直 割 二ぷる 同 意 文 書

を 得 た。
２， 測 定 項 目

１） 慶 健 ６）栄 養 状 態 （８洲． 体 脂 肪）

２）Ｑ◎Ｌ質 聞 紙 フ） 膏 密 度

３）筋 苅 ８）立位姿 勢蒔の脊柱蟹曲溝度

峯）歩 行 能 カ ９） 解 吸 機 能

５）童 心 動 揺

２００３／１１／１８～三亘／３０

㈱ 定 ２】 Ａ ◎ Ｌ 体 操 案 施 ４ ヶ 月 後

測 定 項 冒 は、 棚 定１】の ２１３〕４１６〕７１９ 崎 実 施した日

２００３／７ノ豆峰～７／１９

研 第 者 より、ＡＤＬ燃 燥 へ の 参 加 に 関 す る説 明箏

① ８ゲ月 閥 のＡｌ）Ｌ体 燥 へ の 参 加 ぼ 自 由 で あること右

② 参カロ状 規（挫 庸 の 有 黒）を 記 録 すること。

③ 翼 施 曜 ８ は 汁 木 の 週２園 であること回

２００３／７／２１～１且／玉７

【前 半 ・ Ａ Ｄ Ｌ 体 爆 の 実 施】 劣 ヶ 月 閥 ■吝号３ ２ 回

２００３／１２／０１～２００今／３／１７

【後 半 １ Ａ Ｄ Ｌ体 操 の 案 施〕 ４ ヶ 月 間 ■ 計 ３ ０ 回

２００牟／３／亘８～３／３１

【測 定 ３】 Ａｌ）Ｌ 体 燥 実 施 ８ ヶ 月 後

頼 碇 項 副 ま、 ㈱ 定１】の ２～９〕を 案 施した。

２０◎４／４／１

全 測 定 に 参 加 協 カの 得られ た 対 象 者４１名 を、Ａ◎Ｌ体 操（計６２回）の 参 加 率 からヰ 醐 こ分 類

分類
人数

（名）
参加 状況

参加率（％

平 均 値±標 準 偏 差 範 囲

高 参加 群（鐵 群） １１ ほ ぼ 毎 週２国 参 加。 ９１±５ ８６～１００

中 参カ茗群（蛾 群） 亘２ ほ ぼ 毎 週１回 参 加衙 ６９土王三 ４０～７９

低 参カロ群（Ｌ群） ６ ほとんど 参 加なし。 １４封 ３ ０～２９

要 援 護 群（亘群） Ｉ２
織負 が 意 図 的 に参カ暗 促して きた、日 常 生 活

機 能 レベ ル が 他 群 よりも低 い 高 齢 者 群。
６２±２７ ３２～９８

全 体 ４ユ ６５±２９ Ｏ～１００

図 ３－１ 調査、 ＡＤＬ体 操実施および群分けまでの流れ

２８一



表 ３－Ｉ 本研究における調査の測定項目の内容と実施時期

項目

ユ〕 対象者の特性に関する情報

（１） 基本属性

年 齢， 性 別． 要 介 護 度， 既 往 歴， 現 在 診 断 さ れ て い る 疾 患 名 と 障 害，
骨 糧髭 症 の 宥 無と 治療 肉 容， 腎 折 経 験 の 有 無（部 位

， 年 齢）、 通院 治

療 の 有 無， 現 在 の 殉 服 薬， 視 聴 覚 機 能レベ ル， 入 屠 前 の 象族 との同

居 の 有 無， 入 居 前 の 居 住 環 境
，

趣 味

１２１ 自篇生活動作

ＡＤＬレ ベ ル，ＩＡＤＬレ ベ ル

（３〕 糖補機能

Ｎ式 老 隼 者 用 精 神 状 態 尺 度（洲淋スケ ール）

２， 呼吸機能

｛１， 肺換気機能

Ｖ Ｃ
，

％ Ｖ Ｃ
． Ｐ Ｅ Ｖ１．ｏ．

Ｆ Ｅ Ｖ
１，ｏ％

１２） 浮吸筋カ

ＭＩＰＳ

｛３〕 換気様式

Ｋｏｎ皿ｏ－Ｍ ｅａｄ Ｄｉａｇｒａ 唖 （Ｋ一賊 ｄｉａｇζａ醐）

３， 歩行能カ

（１〕 最大一歩幅

｛２， ５触歩行試験

（３） 歩行評鰯

Ｔｉｎｅｔ吉ｉ の 歩 行 評 個

４） 栄養状態

８Ｍ玉， 体 脂 肪 率

５〕 骨密度

ス ティフ ネ ス，ＹＡ 賊 比 較

６〕 筋カ

左 右 の ピン チ カ
，

握 カ
、 大 腿 四 頭 筋 筋 カ

実施前

実施前

巽施前

灘定時期

案施前 ４ヶ月後 ８ヶ月 後

実施前 竹 月後 ８ヶ月 後

葵施前 ８ヶ角後

実施前 尋ヶ月後 ８ヶ月後

実施前 ４ヶ月後 ８ヶ月 後

実施前 ４ヶ月 後 ８ヶ月 後

実施前 ４ヶ月 後 ８ヶ月 後

実施前 ４ヶ月後 ８ヶ月後

案施前 ４ヶ月後 ８ヶ月後

７） 平衡機能

実施前 ８ヶ月 後

８〕 脊柱轡曲レベル

脊 橡 の 変 形 程 慶

９〕 生活の質（Ｑ０Ｌ）

脅 粗 懸 痒 患 者ＱＯＬ評価 質閤 察２◎ＯＯ隼 度 版（３９項 冨）

上 記 よ り襲 択 し た 質 閤 紙 （４項 貿；Ｑ１， Ｑ２２． Ｑ２７， Ｑ３今）

主 観 的葦 福 感 の表 楕尺 度

実施前 ８ヶ月 後

実施前 一 一
‘ ４ケ月 後 ８ヶ 月 後

実施前 竹 月後 ８ヶ月後

２９



ス ケ ー ル） と Ｓｅ１ｆＩｎｓｔ㎝ ｍｅｎｔａ１Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ ｏｆｄａｉ正ｙ１ｉｖｉｎｇ （ＩＡＤＬ ス ケ ー ル） の ス ケ ー ル

を用 い て、 ＡＤＬ 体操 実施 前に 測 定 した。 両者と も 観察 法に よっ て点 数化 する 尺 度の ため、
各 ユ ニ ッ ト の リ ー ダ ー ・ ス タ ッ フ が 評 点 を つ け た

。

ＡＤＬ は ｒト イ レ」 ｒ食 事」 硬 衣一 ｒ整 容」 ｒ歩 行」 ｒ入 浴」 の ６ 項 冒、 正ＡＤＬ は ｒ電 話 を

使用 する 能カ」 噴 い 物」 喰 事の 準備」 「家事」 「洗濯」 「移送 の儀 式」 噌 分の 服薬 管理」
ｒ財 産取 り扱 い能 カ」 の ８ 項 目 で構成 され て いる。 ス ケー ルの 評点 は ３ ～ ５ 件法 が用 い

ら れ て お り
、 ＡＤＬ の 最 高 点 は ６ 点

、
ＩＡＤＬ は 女 性 ８ 点／男 性 ５ 点 で

、
点 数 が 多 い ほ ど 目 常

生活 活 動 レベ ルは 高い こと を意 味す る。
（３） 精 神 機能

精 神機 能 は、 老年 者の 目常 生 活能カ お よび 精神 機能、 特に痴 果 の程 度 を総合 的 に評価 す
る こ との でき る Ｎ 式老年 者用 精神 状 態尺 度 （ＮＭ ス ケー ル） ２〕を用 い て、 ＡＤＬ体 操 実施

前 に測 定 した。 こ のス ケー ル の 下位尺 度 は、 「家事 ・身 辺整 理」 欄 心・ 意欲 ・ 交流 プ 会
話」 「記 銘 ・ 記 憶」 「見 当 識」 の ５ 項 目 か ら な る ７ 件 法 （Ｏ ・ １・３ ・ ５・７・９ ・ １０ 点） の 順

位 尺 度 で あ る。 ５ 項 冒 の 合 計 得 点 に よ っ て
、

正 常 （５０ ～ ４８ 点）、 境 界 （斗７ ～ ４３ 点）
、

軽

度痴 呆 （４２ ～ ３１ 点）、 中等 度痴 呆 （３０ ～ １７ 点）、 重症 痴果 （１６ ～ ０ 点） に ５ 区 分さ れ

る。 本 尺 度 も 観 察 法 に よ る 手 法 の た め、 各 ユ ニ ッ ト の リ ー ダ ー ・ ス タ ッ フ が 評 点 を つ け た
。

２） 呼 吸機 能

（１） 肺 換気 機能

肺 換 気 機 能 は
、 ス パ イ ロ メ ー タ （チ ェ ス ト グ ラ フ Ｊｒ． ＨＩ－１０王

， Ｃｈｅｓｔ Ｋ．Ｋ．， ぬ ｐ 帥）

を 用 い て・ 蹄 活 量 （・Ｃ： 欄 ・・… ｉ・・）、 ％ 肺 活 量 （％ ・・：Ｐ・・・・… １・創 ・・。。。１ｌｙ）、 １

秒 量 （ＰＥＶ ｍ： ｆｏｒｃｅｄ ｅｘｐｉｒａｔｏ 収 ｖｏ１ｕ ｍ ｅ ｉｎ １．０ ｓｅｃｏｎｄ） お よ び １ 秒 率 （ＰＥＶ、，眺：（ＦＥＶ王、。
寺ＦＶＣ〕・１００） を 測 定 し た

。 こ れ ら は
、 Ａ 眺 体 操 実 施 前 ・４ ヶ 月 後 ・ ８ ヶ 月 後 に 測 定 し た

。

（２） 呼 吸筋 カ

呼吸 筋力 は、 機 能的残 気 量位 にお け る最 大吸 気筋 力 （Ｍ玉ＰＳ：醐 蝕 ｍｕｍｉ巫ｓｐｉｒａｔｏＷ

ｐｒｅｓｓ双ｒｅ ｓｔａｔｕｓ ａ 伐 ｈｅ １ｅｖｅ１ ｏｆｆｕｎｃｔｉｏｎ 創 ｒｅｓｉ 曲 創 ｃａｐａｃ並ｙ） 筥〕 を 、 呼 吸 筋 力 計

（Ｖｉ㈲ ｐｏｗｅｒ ＫＨ－１０１
，

Ｃｈｅｓｔ ＫＫ， Ｊａｐ ㎝） を 用 い て 測 定 し た
。

Ａ 肌 体 操 実 施 前 ・４ ヶ

月 後 ・ ８ ヶ 月 後 に 測 定 し た
。

（３） 換 気様 式

換 気 様 式 に 関 し て は
、

イ ン ダ ク テ ィ ブ 方 式 の 呼 吸 バ ン ド （Ｃｈｅｓｔ ＫＫ
， Ｊａｐ ㎝） と

Ｋｏηｎｏ－Ｍｅａｄ ダ イ ア グ ラ ム （Ｋ－Ｍ ｄｉａｇｒａ㎜） 斗〕 を 用 い て 立 位 安 静 の 状 態 で 評 価 し た。
バ

ン ドは、 対 象者 の乳 房部 と 瞭部 の位 置に、 肌 着 の上 か ら体形 に あわ せた 長さ を調 節 して巻

いた 〆 れ らの 胸腹 壁の 動き は㌔ 上 記の 電子ス パイ ロメ ー タ で安 静時 一 回捧気 量 を同 時濯１

定 して、 胸壁 気 量変 化量 と腹 壁気 量 変化 量 に校正 変 換 し Ｘ－Ｙ レコ』 ダー （ＷＲ８５００ 糺 ＣＤ
ｔｙｐｅ・ Ｇ「ａｐｈｔｅｃ ＫＫ

・Ｊａｐ 鋤） に 記 録 し た 換 気 様 式 の 評 偲 方 法 は
、

米 沢５〕 が △ｖｒｃ／△ｖａｂ

の 比で 分 類 したも の を、 ＦＲＣ と吸 気末 プ ラ トー を結ぶ 線 の傾き の角 度 （ｔ鋤

１△ｖｒｃ／△ｖａｂｌ） で表示 した川 越５〕の判 定基 準 を用 い た。 換気 様 式に は正 常換 気 様式 （Ｎ

型）、 腹 壁系 優 勢型 換気 様式 （Ａ 型）、 肋 骨系 優 勢型 換気 様式 （Ｒ 型） およ び 奇異 換気 様 式

（Ｐ 型） の ４ 様式 が ある。 今 回は、 Ａ 眺 体繰 実施 前と ８ヶ月 後の み測 定 した。

〈 図 ３－２＞

３） 歩 行能 力
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５０
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狛
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Ｂｒｅａｔｈｉ打ｇ Ｐａｔｔｅｒｎ
△ Ｖｒｃ

ね ｎ
△ Ｖａｂ

Ｎ （蘂ｏ 師ａｌｂｒｅａｔｈｉ打ｇ Ｐ 猟 ｅｒ竈） ＞ ３８
。

，
≦ ６０

固

Ｒ （・ｉｂ ・・ｇ・ ｄ… ； 榊 ｔ ｂ・ｅａｔｈｉ㎎ Ｐ・前・閉） ＞ ６０鉋
，

≦ ９０
．

Ａ （ａｂｄｏ胴ｅｎ ｄｏ 納ｒ１ａ 耐 ｂｒｅａ曲ｉｎｇ ｐａ世ｅｒｎ） ＞ ぴ
，

≦ ３欲

Ｐ （Ｐａ・・ｄｏ・ｉ・・ｌｂ・・ａｔｈｉ㎎ Ｐ 紺 ・閉） ＞ ９０
。

＊ 洲 越 康 博１繕 帽 弁 狭 窄 症 の 肺 高 苑 田 二より招 来された

異 當 換 気 様 式 一 肺高 血 圧を反 映する 新しい臨 床 徴 候 の 提 唱 一，
東 女 医 大 誌，５７（１２）

， 榊 ２－９１．１９８７ より 一 部 変 更 し 抜 粋．

５ １００

Ｖａｂ（％）

乎

ダ
却

図 ３－２ イ ンダク ティ ブ方式の呼吸バ ン ドによる換気様式の判定基準

上園における 服Ｃの点は、肺活量の３５％の肺気量の位置を、また 醐Ｐの 劇ま、肺活量の８０％の肺 気量の位置を示
レ ３５％～８０％までの肺気畳が増加したことを表す。それと同 時に、肋骨系 が肺 活畳として１８～４６％まで増施し、腹
壁系が１７～３７％まで増カ纈することをも示し、肺 気量増加に対する肋骨系おぷぴ腹壁系の関与度カ噸 示される。

⑰正常換気様式（Ｎ型）
肋骨系およぴ腹壁系気量変化ゐ帽 方向かつほぼ同量に変化するため（△Ｖａｂ⇒△Ｖｒｃ）、吸気時には ほ ぼ術 度ラ

イン に 沿 って 右 上 方 へ 変 位 し
、

呼 気 に ても とへ 戻 る。（△ ｖｒｃ／△ｖａｂ） は ｏ．８～２，ｏで あ る。
②腹壁 系優勢型 換気様 式（Ａ型）

（△ｖｒｃ／△ｖａｂ）が ｏ，８以 下 で、 肺 気 量 が 抵 下 す る 問 質 性 肺 炎 な ど の 痛 態 に 観 察 さ れ る。
③肋骨系優勢型換気様式（Ｒ型）

（△ ｗｃ／△∀ａ二ｂ）が ２．ｏ以 上 で、 気 道 溝 変 や 肺 胞 病 変 を 主 体 とす る 閉 塞 性 換 気 障 書 例 に 多く観 察さ れ る。④奇臭換気様式（Ｐ型）

議麟ヲ綴瀦彊嬬灘 鐵欝畿簸禦繍 畿誕群難霧糧、竪鶏縮
筋の参画が必要となった慢性閉塞姓肺疾愚に多くみられることが報 告されている。

ＦＲＣ（機能 的残気畳）１ 醐Ｐ（吸気末プラトー）， Ｗ（一回換気量），△Ｖｒｃ（肋 膏系気量変化）
△Ｖａｂ（腹壁系 気量変 化）
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（１） 最 大一 歩 幅

最 大一 歩幅 は、 両脚 つ ま先 を床 に引 いた 直 線に そ ろえ た状 態か ら、 どち ら か安 定の しや

すい側 の 下肢 を 思い切 り 踏み 出 した後、 反 対側 の 下肢 を先 に踏 み出 した足 の横 にそ ろ えて

着 地 す る
。

床 線 か ら つ ま 先 ま で の 距 離 を 最 大 １ 歩 幅 と し た
。 今 圓 は

、
負 担 を 考 慮 し 左 脚 ・

右脚 両 者の 踏 み出 しを 実施 せず、 各 自 が踏 み出 しや す い下肢 を 選ん でも ら い、 原 則 ３ 回 測

定 し
、 そ の 申 で 最 も 良 い 値 を 測 定 値 と し た

。 こ れ は ＡＤＬ 体 操 実 施 前 ・ ４ ヶ 月 後 ・８ ヶ 月 後

に 測 定 し た
。

（２） ５メ ー トル全カ 歩 行 （５㎝ 歩行 逮度）

直 線 ５ｍ の 距離 を最 大努 力速 度 歩い た時 間 を測 定 した。 Ａｖ１皿ｎｄ らや 上岡 らに よれ ば、
健脚 度の 指標 と して は直 線 １０㎜ の 全カ 歩 行速 度を 測 定する こ とが より 望ま しい と考 え ら

れた が、 施設 設備 の 問題 や虚 弱 高齢者 へ の負担 を 考 え、 今 回 は ５ｍ 全カ 歩行 遠度 試験 を行

った７卜 川
。 対象 者に は、 可能 な かぎり 速く 歩く よ う説 明お よ び激励 した の ち、 原員讐３ 回

の歩 行測 定 を行 い、 そ の 申で 最も 良い 値 を測 定値 と した。 これ は ＡＤＬ 体操 実施 前・４ ヶ

月 後 ・ ８ ヶ 月 後 に 測 定 し た
。

（３） 歩 行評 価点

歩 行 を 評 個 す る た め に
、 Ｔｉｎｅｔｔｉ の 歩 行 ・ バ ラ ン ス 評 価 の ｒ歩 行 評 価」 の 部 分 を 英 訳 し

て用 い た 川
。 評価 項 目は 「歩行開 始 時の円 滑 さ」 「歩 行 時の足 の振 り上 げ の高 さ」 け 歩

幅 ゴ 歩 行時 の歩 調 の対 称性」 「歩行 時の 歩行 の連 続 性」 「歩 行時 の進 行方 向の ズ レ」 「歩行

時 の体幹 の 安定 性 ∬ 歩 行 時のス テ ッ プの位 置や 乱れ」「歩 行中 のタ ー ン動 作」の ９ 項 目で、２

件 法 （１・０ 点） で評 価 する。 最 高点 淋 ９ 点 で、 点 数 が高 い ほ ど歩 行 能カ が高 いこ とを 示

す。 対象 者 の自然 歩 行の 様子 （５ｍ 長 を往 復） を デジ タル ・カメ ラ で動 画 取り した後、 二

人 の研 究 者が それ ぞ れ動 画面 を見 なが ら別々 に採 点を つけ た。 測 定値 には、 二人 の 平均 点

を 用 い た
。 こ れ は Ａ◎Ｌ 体 操 実 施 前 ・手 ヶ 月 後 ・ ８ ヶ 月 後 に 測 定 し た

。

４） 栄養 状 態

栄 養 状 態 は
、 Ｂ棚Ｉ （ｂｏｄｙ ｍａｓｓｉｎｄｅｘ） と 体 脂 肪 率 で 評 個 し た

。 体 鮨 肪 率 は
、

ＢＩＡ 法

（ｂｉｏｅ１ｅｃｔｒｉｃ創 ｉむαｐｅｄａｌαｃｅ ㎝ 創ｙｓｉｓ） に よ る イ ン ナ ー ス キ ャ ン 内 臓 脂 肪 チ ェ ッ ク 付 脂 肪

計 Ｗ －７３２ （ＴＡＮＩＴＡ ＫＫ， Ｊａｐεｍ） を 用 い て、 ＡＤＬ 体 操 実 施 前 ・ ４ ヶ 月 後 ・ ８ ヶ 月 後 に

測 定 し た
。

５） 骨 密度

骨 密 度 は、 踵 骨 を 測 定 部 位 と す る 超 音 波 骨 密 度 測 定 装 置 Ａ－１００◎ ＥＸＰ艮ＥＳＳ （ＬＵＮＡＲ

Ｃｏ，
３ａｐ ㎝） を 用 い て、 ス テ ィ フ ネ ス （ｓ 鮒 ｎｅｓｓ） と 健 常 ２０ 歳 の 平 均 値 と の 比 較 を 示 す ＹＡ Ｍ

比 較 （％） で 評 悟 し た
。 ス テ ィ フ ネ ス は、

広 帯 域 超 音 波 減 衰 率 （ＢＵＡ 値 ： ｂｒｏａｄｂ 独 ｄ

及１ｔｒａｓｏｕｎｄ ａ航ｅ 卿 ａｔｉｏｎ１ 精 度 士５ ㎜ ／ｓｅｃ） と 超 音 波 伝 播 速 度 （ｓ ｏ ｓ 値 ： ｓｐｅｅｄ ｏｆｓｏｕ 紬
，

精 度 ±３ｄｂ／Ｍ 阿ｚ） か ら 算 出 さ れ る
。

こ れ ら は
、 ＡＤＬ 体 操 実 施 前 ・ ４ ヶ 月 後 ・８ ヶ 月 後 に

測 定 し た。

６） 筋 カ

筋力 は、 左 右の ピンチカ （母指 と示 指） と 握カ、 大 腿 四頭 筋筋力 の ３ 項 目 を筋カ 測 定器

Ｉｓｏｆｏｒｃｅ ＧＴ－３００／３０５／３１０／３１５ （０Ｇ 技 研 ＫＫ， Ｊａｐａｎ） を 用 い て 測 定 し た
。 膝 関 節 伸

筋 群の 筋力 測 定は、 椅 子に 腰 掛け た被 験者 の膝 上 を検 者が 軽く 保持 し、 も う一 方の 手で 被

験者 の 足 首に筋 カ 計セ ンサ ー を当て、 被験 者の 膝 を伸 展す る最 大筋力 を測 定 した。 大腿 四
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頭 筋群 につ いて も、 被 験者 が腰 掛 けた 状態 で行 っだ。 筋 カ計 セ ンサー を 被験者 の 膝 から ５

～ １０ｃ㎜ の 位置 に 置い 彪後、 検 者の か け声 にあ わせ て、 被験 者 にセ ンサー に 抗 して大 腿部

を 思 い 切 り 挙 上 し て 測 定 し た。 こ れ ら は、 ＡＤＬ 体 操 実 施 前 ψ ヶ 肩 後 ・ ８ ヶ 月 後 に 測 定 し

た
。

７） 平衡 機 能

平 衡 機 能 は、 重 心 動 揺 （重 心 動 揺 計 測 装 置 Ｍ ０３－Ｏ０４７，
共 和 電 業 ＫＫ， Ｊａｐａ皿） で 評 偲

した。 被 験者 に は素足、 開脚 位に て 重心動 揺 詳測 装置 セ ンサー 板 上の 中心 に位 置 しても ら

い、 １０ 秒間 静止 立位 保持 の状 態で 測 定 した。 は じめ に開 眼を 実施 した のち、 め まい な ど

の諸 症状 が ない こと を確 認 して から 閉眼 で実 施 した。 解析 項胃 の うち、 重 心動 揺総 軌跡 長

（醐独）、 矩形 面積 （㎜㎜２） およ び 単位 時間 総 軌跡長 （㎜ｍ／ｓ） を今 回の 分析 対象 と し危。

矩形 面積 は、 重 心軌 跡の 前後 左有 ４ 方向 の最 大 値を 掛け 合わ せた 重 心動揺 を 完全 に覆 う四

辺 形 の 面 積 を さ す
。

測 定 時 期 は、 ＡＤＬ 体 操 実 施 前 と ８ ヶ 月 後 で あ っ た。

８） 脊柱 轡曲 レベル

脊 柱 轡 曲 程 度 の 評 価 方 法 に は、 姿 勢 の 数 量 化 や 脊 椎 の ア ラ イ メ ン ト （ｓａｇｉｔｔ創 ｓｐｉｎａ１

創ｉ騨 触ｅｎｔ）、 骨 盤傾 斜角 度を 測 定 したも のな どカミあり、 そ の信 頼性 や 妥当 性が 検討 され

て いる三２卜 閉
。 今回 は、 ある 限 られ た時 間内 にお いて 福祉 施設 で測 定 しなく て は なら ない

限界が ある こと や、 高 齢者 の疲 労 を考 慮 して、 短 時間 で簡便 に でき る方 法 を採択 せ ざる を

得 な か っ 危。

図 ３－３ は、 本研 究 にお ける 脊桂 轡曲 角 度を相 対 的に 比較 評価 す る方 法を 示 したも の であ

る。 被 験 者に は着 衣 したま ま、 自 然立 位で視 線 を正 面 に した状 態に なっ て もらっ 危。 臨床

的 な 下半 身重 心位 置 Ｇ 点 （大 腿の横 幅 王／２ と 大腿 畏中 上 １／３ の 交点 閉） に 赤色 シー ル で

冒 印 をっ け、 横向 き からデ ジタ ル ・カメ ラ で撮 影 した。 身 体動 揺が 大き かっ たり、 転倒 の

危険 性の ある 被験 者 には、 利き 手 側 で手す り を保 持 しても らっ た。 図 ３－３ に示 す よう に、

パソ：コン画面 上 で、 Ｇ 点を 垂直 に通 る線 と頭 頂 との 交点 （Ｈ 点）、 およ び眼 球の 位置 （Ｅ

点）、 背 申最後 面 （Ｂ 点） を確 認 し危後 に ∠ ＥＧＨ と∠ ＢＧＨ を作 成 し、 そ れ らを合 計 した

■ 廻ＧＢ を 本研 究に お ける脊 柱 轡曲角 度 （ＶＢ） と した。 測 定時期 は、 ＡＤＬ 体操 実施 前 と ８

ヶ 月 後 で あ っ た。

く 図 ３－３ ＞

９） 生 活 の 質 （ＱＯＬ： Ｑ皿叡ｉｔｙ ＯｆＬｉ胎）

胃本骨 代 謝学 会骨 粗髭 症患 者 Ｑ０Ｌ評 個 検討 委員 会 淋作 成 した骨 粗髭 症患 者 ＱＯＬ 評価

質 間票 ２０００ 年度 版 の評価 表 （３９ 項員） を使用 した 川
。 記載 に あたっ て は、 自分 で記 入

淋 可能 な場 合は自 記 武 で、 不 可能 な 場合 はイ ンタ ビュ ㎞ 法で行 っ た。 評価 表 ３９ 項冒 の 下

位 項目 は、
「痛み」 「員 常生 活動 作 “ 娯 楽・ 杜会 的活 動」 「総 合健 康 胞 「姿勢 ・体 駒 晦

倒 ・ 心 理 的 要 素」 Ｆ総 括」 の ７ つ で、
「目 常 生 活 動 作」 の み ３ つ の 小 項 目 （身 の 回 り の こ と、

家 事、 移動） から なっ てい る。 回答 は ５ 段 階評 価方 式 （うち ３ 段階カミ４ 間） で、 得 点が

高 い ほ ど ＱＯＬ 秘高く な るよ う に、 配点 淋逆 転 してい る ４ 間 につ いて は統言十処 理 の際 にリ

バ ー ス を 行 っ た
。

ＡＤＬ 体 操 実 施 前 は 全 ３９ 項 目 を 実 施 し た が
、

牟 ヶ 月 後 ・８ ヶ 月 後 に 関 し て は、 対 象 者 の

負 担 を考 慮 して、 次記 の下 位項 目 から ４ 質 間 （括 弧内 は質間 番 号） を選 択 して測 定 した ：

「Ｑ１（１）： 先週、 何員く らい背 中や 腰に 痛み があ りま し定か （痛 み）」 「Ｑ２（２２）： 先週、
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■痩闘

之Ｂ鮒

図 ３－３ 本研究にお ける脊柱轡曲角度の測定方法

被験者には 泊 然立位の 状態で視線は涯薗をみてもらう。下＊身⑳童心位置Ｇ点（大腿の横幅１／２と大腿長申上１／３

の交歳）を垂直に通る線と頭頂との交点（盈点）、篤よぴ眼球の位置（Ｅ盧）、背中最後薗（思慮）を確認した後、五鼠Ｇ獄と

■ＢＧＨを 作 成 し． そ れ らを 合 計 した ■ 貧ＧＢを 本 研 究 に お 時 る 脊 柱 鷲 曲 角 度（ＶＢ）とした。
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何 胃く らい 外出 しま したか （娯 楽・ 杜会 的活 動）」 ｒＱ３（２７）：あ なた は、 今 の ご自分 の お

身 体の 健康 状態 は年 齢棉 応と 思 いま す か （総合 健康 度）」 「Ｑ４（３４）： 転倒 す るの で はな い

か と い う 不 安 を、 こ こ １ 週 間 に 感 じ た こ と が あ り ま す か （転 倒 ・ 心 理 的 要 素）」。

その 他に、 独自 に 作成 した 主観 的幸 福 感を測 定 する ５件 法 によ る表 情 尺度 「Ｑ５：こ の １

週 間の あな たの 気持 ち や感情、 状態 を絵 に する と、 どの 絵に あて は まり ます か。 最 もあ て

は ま る 絵 を １ つ だ け お 選 び く だ さ い」 を 用 い て、 ＡＤＬ 体 操 実 施 前 ・ ４ ヶ 月 後 ・８ ヶ 月 後 に

測 定 し た。

１ ０） 転 倒・ 転落 回 数

転倒 ・転 落回 数 は、 施設 の内 外 を間 わず利 用 者の 生活 の中 で施 設 職員 が業 務目 誌 の中 で

確 認 し得た 数と した。

３． 分 析 方 法

分析 は、 対象 者 の属 性に 関 して は単純 集 計を 行っ た。 各群 にお け る体 操前 後 の平 均値 比

較 では、 は じめに反 復測 定 にぷ る一 元配 置 分散 分析 を行 い、 有意 確 率 Ｏ，０５ 以 下 のも のに

対 し て の み Ｗｉ１ｃｏｘｏｎ の 符 号 付 煩 位 検 定 を 行 っ た
。

Ｗｉ１ｃｏｘｏｎ 検 定 の 組 み 合 わ せ は
、 ａ、

）

実 施 前 と ４ ヶ 月 後、 ｂ） 実 施 前 と ８ ヶ 月 後
、

お よ び ｃ） ４ ヶ 月 後 と ８ ヶ 月 後 で 行 っ た
。

群

別 にお ける 変数 の 平均 値の 差を みる た めに」 元 配置 分散 分析 と 多重 比 較の Ｂｏぷｅｒｒｏｎｉ

ｔｅｓｔ を 行 っ た
。

平 均 変 化 率 は
、 ＡＤＬ 体 操 実 施 前 を 基 準 と し た ４ ゲ 月 後 と ８ ヶ 月 後 の 変 化

の 割合 を示 し、 計算 式 は、 実施 前と ４ ヶ月 後の 変化 率 の場合、（実 施前 値一４ヶ月 後値）÷ 実

施 前値 ×１００ で行っ 危。 平均 変 化率 の群 間比 較 は Ｋｍ 欽創 Ｗ 副ｉｓ 検 定 を用 い た。 さ らに

群 間に おけ る 換気様 式 との 関連 性 を分析 する た め に 〆 検 定を 行っ た。 Ｑ０Ｌ は 実施 前・４

ヶ 月 後 ・８ ヶ 月 後 を 比 較 す る た め に、 Ｑ１ ～ Ｑ５ の ５ 項 目 と そ れ ら の 合 計 点 に つ い て
、

実

施 前を 基準 と した 平均変 化 率と 平均 値の 群間 兇較 を、 上 記の 検 定方 法 を用い て 分析 した。

こ れ ら の 分 析 は 統 計 ソ フ ト Ｄｒ． ＳＰＳＳ ＩＩ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ （ｅｘａｃｔｔｅｓｔ 付 き） で 行 い、 危

険 率 ５％以 下を有 意 と した。

４． 倫 理 的 配 慮

本研 究に お ける倫 理 的配 慮と して は、 研 究方 法の 「対象」 の節 で 述 べた ほか に、 測 定に

身 体的 ・精 神的 苦痛 を かけ ない よう 短 時間 で簡便 な方 法を採 択 し危。 全 測 定に 要 した時 間
’

は 被験 者一 人 あたり ４５ 分 前後 で あっ た。 し か し対象者 が疲 労 を訴 完 た場 合 には、 複 数目

に わけ て測 定す る 方法 をとっ た。 そ の他 は、 本 学の 倫理 審 査委員 会 規 程お よび ヘル シ ンキ

宣 言の 原則 に基 づ いて 実施 した。 なお本 研 究は 東京 女子 医科 大 学の 倫理 委員 会 の審 査 で承

認 を 得 た
。

結果

１． 対 象者 の 特性 に関 する 情報

表 ３－ｎ は、 対 象 者 ４１ 名 の 群 別 で の 属 性 を 示 し た
。

年 齢 は
、

Ｆ 群 が ８６ 歳 （ＳＤ ８） で 最

も 高 く
、

Ｈ 群 の ７８ 歳 （ＳＤ ５） よ り も 有 意 に 高 値 で あ っ た （ｐ当Ｏ．０４５）
。

そ の 他
、

Ａ 眺 得

点、ＩＡ 眺 得 点お よ び ＮＭ スケ ール 得 点で、 Ｐ 群 が他 の ３ 群 より も 有意 に 低値 で、 貝 常生

活 動作 と精 神機 能 が低 かっ た。

〈表３１ ＞

２、 呼 吸 機 能

３５
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図３４ は、 実施 前 を基準 と した 呼吸 機能 の 平均変 化 率、 お よ び平 均値 の群 聞比 較と 経 時

的変 化 を示 した。 変 化率 の 全項 目に おい て 統計的 有 意差 は認 め られな かっ たが、 ％ＶＣ と

Ｆ思Ｖ、．。蛛で は Ｍ 群 の 変 化 率 が
、

ＭＩＰＳ で は Ｆ 群 が 最 も 高 か っ た
。

群 別 に お け る 平 均 値 比 較

で は、 ％ＶＣ （実施 前） の 蕊 群が、 ％ＶＣ （４ ヶ月 後） の Ｍ 群 が Ｐ 群 よ りも 有意 に高 値 で

あ っ た
。

ＭＩＰＳ で は
、 Ｆ 碧羊 が 実 施 前 と ８ ヶ 月 後 に お い て 有 意 に 低 値 で あ っ た

。
群 間 内 の 前

後 比較 では、 月 群、 Ｍ 群お よ ぴ Ｆ 群 にお いて、 実 施 前より も 有意 に改 善 してい る項 目 が

み ら れ た
。

〈 図 ３－４ ＞

図 ３－５ は、 換 気 様式角 度 と換 気様 式 の諜 間比 較、 お よび 実施 前と ８ ヶ月 後 の比 較 を示 し

た
。

図 ３－５
＿
Ａ は

、
換 気 様 式 角 度 （ｔ㎝ （△ ｖｒｃ／ △ ｖａｂ）） を 群 別 に 実 施 前 と ８ ヶ 肩 後 に わ

けて プ ロッ ト したも の で、 そ の 平均 値 を土 ラ ーバ ー で経 時的 に示 した の が図 ３－５ Ｂ で あ

る。 ４ 群 とも 実施 前 の角度 値 に大 きな バ ラツ キが み られて いた 添、 ８ ヶ月 後 にバ ラツ キ が

小 さく なり、 全体 と して低 値の 傾向 に ある が、 統 計的 有意 差は 認め ら れな かっ た。 図 ３－５ Ｃ

は、 実 施前 と ８ ヶ月 後 の各 醐 こお ける 換気様 式 の割 合 を示 した もの であ る。 ４ 群 とも Ｒ 型

換気 様 式淋最 も 多く、 Ｆ 群 では働 群 より も Ｐ 型 の割 合が 多い 傾向 淋み ら れた。 群 間に お け

る 換 気 様 式 と の 関 連 性 に つ い て は、 実 施 前 （ｐ昌０，３３９）、 ８ ヶ 月 後 （ｐ＝０，１３４） で 統言十 的

有意 差 は確認 さ れ ながっ た。

＜ 図 ３－５ ＞

３．
歩 行 能 カ

図 ３－６ は、 実施 前 を基準 と した歩 行 能カ の平 均変 化 率、 お よ び平 均値 の群 聞比 較 と経 時

的変 化 を示 した。 変 化率 の 全項目 に おけ る群 間 での 有意 差は 認め らな かっ 危那、 最大 歩幅

比の 変化 率 では Ｍ 群 と Ｐ 群が、 Ｔ｛ｎｅｔｔｉの 歩行評 価 点で は Ｈ 群と Ｆ 鮮 淋他群 よ りも 高 値

の 傾 向 が み ら れ た
。

５竈ａ 歩 行 速 度 で は
、 Ｍ 群

、
Ｆ 群 お よ び Ｈ 群 の 順 で マ イ ナ ス 変 化 率 淋 大

きく、 Ｌ群 より も ５㎜ 歩 行速 度が 短縮 してい た。 群別 にお け る平 均値 比較 で は、 どの項 目

に おい ても Ｆ 群が 他 群より も 低値 （５ｍ 歩 行遠 度 では 遅く） で、 歩 行 能カが 有 意に 低 かっ

た。 群 閻内 の前 後比 較 にお ける ５ｍ 歩 行遠 度 では、 Ｍ 群 と Ｆ群 で は値 が有 意 に改 善 して

い た が
、 Ｌ 群 で は 斗 ヶ 月 後 の 歩 行 速 度 が 実 施 前 よ り も 有 意 に 遅 延 し て い た （ｐ＝０，０４２）。

く 図 ３－６ ＞

４． 栄 餐 状 態

１） ８ Ｍ １

図 ３イ は、 全対 象者 と ＢＭＩ２７ 未満 群 の実 施前 を基 準と した ＢＭＩの 平均 変化 率、 平 均

値 の群 聞比 較と 経 時的変 化、 お よび ＢＭＩ２７ 以 土群 ４ 名 の Ｂ醐Ｉの 経時的 変化 を 示 した。

図３－７＿Ａ に示 す通 り、 全 対象 者お よ び ＢＭＩ２７ 未満群 と もに 変化 率 の全項 目 にお ける

群 間で の有 意差 は認 め られ なかっ た が、 Ｆ 群 の上 昇 率が他 群 より も大 きい 傾向 がみ られ た。

図 ３－７＿
Ｂ に おけ る ＢＭＩの 平均 値 の群間 比 較 では、 どの 群 間にお い ても 有意 差淋 認 めら れ

な か っ た か
、

前 後 筑 較 で は、 Ｆ 鮮 の ４ ヶ 月 後 が 実 施 前 よ り も 有 意 に 高 値 で あ っ た
。

図 ３－７ Ｃ

に ＢＭＩ２７ 以 上 群 ４ 名 （纈 群 ２ 名
、 洲 群 ２ 名） の ＢＭＩ の 経 時 的 変 化 を 示 し た 通 り

、
４ 名

と も ＢＭＩの 減少 傾向 が みられ たカミ、 特定 の疾 患に よる 体 重減少 で はな かっ た。

〈 図 ３－７ ＞

２） 体脂 肪率

３７
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Ａ、 換気 様式角 度の 群別 にまる 実施 前と８ヶ月 後の プ簑 ツ ト
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８， 換 気様 式角度 の平 均値の 群闇 艶較 お虫 び経 時的変 化
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図３－５ 換 気様筑溝 度と 換気様 式の 群間比 較も おま び実 施前と ８ヶ月 後 の比 較

Ｂ・ コ＝ラー バ ー は 平 均 値 ± 標 準 偏 差 を 赤 す。卑驚 闘 に お け る 一 元 配 置 分 載 分 析と Ｂｏぷｅ耐ｏｎ量 検 定、 お ま ぴ 翼 施 前 と８ヶ月 後 の 比 較

の た め の 対 庵 の ある ｔ 検 定（棚亘ＣＯＸｏｎ の 符 号 付 順 位 検 定）菱 案 施 した 結 果、 す べ て に お い て 有 意 劃 まな か った。

Ｎ型（正 篇 換 気 様 式）， Ｒ型（肋 膏 系 優 勢 型 換 気 様 式）， Ｐ型（奇 異 換 気 様 式）
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Ａ、 実 施 前 を 基 準 と し たＢＭ互の 平 均 変 他 率
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８． Ｂ脳Ｉの 乎 均 値 の 群 間 比 較 お ま び 経 時 的 変 化
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亡

糞施前 竹 月後 ８ゲ月後

＊１ Ｐ幕季＝ Ｏ．００８畠

Ｃ． ＢＭＩ２７以 上 群 （４名） の ＢＭＩ振 れ 線 グ ラ フ

３２
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占副 山総 卒Ｍ１ 中㎜
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図３－７ 全 対象者 とＢＭ蔓２７朱満 群の実 施前 を墓準 と したＢＭ工の平 均変 化率、 平均 値の

群聞 比較 と経 時的変化、 お まびＢＭＩ２７以上 群４名のＢＭＩの 経時 的変化

Ａ． 平 均 変 化 率 は、Ａ 眺 体 操 案 施 餉を 基 準とした、４ヶ潟 後 と８ヶ月 後 の 変 化 の 割 合 の 平 均 健 を 示 す。 平 均 変 他 率 に 樹 ナる 穣 閥

比 較 （Ｋ醐 ｓｋａ１ Ｗａ１１ｉｓ 検 定）で は、す べ て に お い て 有 意 差 は 認 めら 扱 な か った。

８、 ヱラ ー バ ー は 平 均 健 ± 標 準 偏 菱 を 示 す回 図 内 のｐ 働 ま、冬群 閥 に お げ る 一 元 配 置 分 教 分 析と ＢＯｎ 厳ｒＯ搬 検 定 の 結 果 を 示

す。 グラフ下 の 出亘～士３ は 対 庵 の ある ｔ 検 定（ｗ｛１ｃｏｘｏｎの 涛 号 糊１濱位 検 定）の 結 纂 で、ａ（案 施 前 と 竹 月 後）／ ｂ（簑

施 前 と８ヶ月 後）／ ｃ（４ヶ月 後と８ヶ月 後）の 縄 み 合 わ せ の ｐ 値 を 示 す古

Ｃ． ８ＭＩ２７以 上 は婁粋 名 で、うち Ｈ群 ２名 （ケ ー ス忍王， 蘂２）とＭ 群 ２名（ケ ー ス 独ユ， Ｍ２）であ った。４名 とも、 特 定 の 疾 患 に 美る

体 童 滅 少 で は な か った日

８ Ｍ亘（Ｂｏｄｙ Ｍ ａｓｓ亘ｎｄｅｘ〕
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図 ３－８ は、 全 対 象 者 と Ｂ ＭＩ２７ 未 満 群 の 実 施 前 を 基 準」と し た 体 脂 肪 率 の 平 均 変 化 率
、

平

均 値の 弾間 比 較と 経時 的変 化㍉ お よび ＢＭＩ２７ 以 上群 ４ 名 の 体脂肪 率 の経 時的 変化 を示 し

た
。

図 ３－８＿
Ａ に示 す通 り、 全 対象 者お よ び ＢＭＩ２７ 未 満群 と もに変 化 率の 全項 目に お ける

群間 での 有意 差 は認 め られな かっ たが、 Ｆ 群の 上昇 率が 他群 より も 大き い傾 向が み られ た。
図３－８＿Ｂ にお ける 体脂 肪率 の 平均値 の群 間比 較 では、 どの群 間に お いて も有 意差 が認 め

ら れ な か っ た が
、 前 後 比 較 で は、 Ｆ 群 の ４ ヶ 月 後 が 実 施 前 よ り も 有 意 に 高 値 で あ っ た

。
図

３－８
＿
Ｃ に ＢＭＩ２７ 以 上 群 ４ 名 （買 群 ２ 名

、
Ｍ 群 ２ 名） の 体 脂 肪 率 の 経 時 的 変 化 を 示 し た

通 り、 叫名 と も 体脂 肪率 の減 少傾 向が み られた が、 特 定の 疾患 によ る体 脂肪 率の 減 少で は

な か っ た
。

〈 図 ３－８ ＞

５． 骨 密 度

図 ３－９ は、 実 施前 を基 準と した骨密 度 の平 均変 化率、 お よ び平均 値 の群 閲比 較と 経時 的

変 化を 示 した。 変 化率 の全 項目 にお け る群間 で の有 意差 は認 め られ なかっ たカミ、 Ｍ 群の 上

昇 率が他 群 より も大 きい 傾向 が み られた。 群別 にお ける 平均 値比 較 では、 ４ ヶ月 後 と ８ ヶ

月 後 の Ｆ 群 が 漸 群、 Ｌ群 よ りも低 値 であっ た。 群 間内 の 前後比 較 では、 有意差 は 確認 さ

れ な か っ た
。

く 図 ３－ｇ ＞

６
１ 筋 カ

図 ３－１０ は、 実施 前を 基準 と した 筋カの 平 均変化 率、 お よ び平均 値 の群間 比 較と 経時 的

変 化を 示 した。 変 化率 の全 項目 にお ける 群間 で の有 意差 は認 めら れ なかっ たが、 どの 項目

にお い ても Ｍ 群 の 上昇 率が 大き い 傾向 がみ られ た。 ピ ンチカ と握 カ では、 Ｌ 群 の低 下率 が

最も 大き かっ む 群 別に お ける 平均 値比較 で は、 Ｆ 群 の握カ （実施 前、 ４ ヶ月 後 およ び ８

ヶ月 後） と大 腿四 頭 筋 （４ ヶ月 後） にお い て、 Ｒ 群よ りも 有意 に低 値 であっ た。 群 聞内 の

前後比 較 では・ 蹄 の 紳 全項目 に おい て有 意に 筋カ が 改善 して いた。 大 腿四 頭 師につ い
て は、 全群 にお い て有 意差 淋み られ た が、 実施 ８ ヶ月 後 ま でに も有 意に 改 善カミみ ら れた の

は Ｈ 群
、 Ｍ 群 お よ ぴ Ｆ 群 で、 Ｌ 群 に お い て は 実 施 ４ ヶ 月 後 の み で あ っ た

。

く 図 ３－１０ ＞

７． 平 衡 機 能

図 ３－１１ は、 実施 前 を基 準と した ８ ヶ月 後の 重心 動揺 （開 眼・ 閉鰻） の平 均変 化率 を示

した。 変 化 率の 全項 目に お ける群 間 での有 意 差は認 め られ なか っ危。 どの 項目 にお ける ど

の 鮮 も、 変 化 率 は マ イ ナ ス を 示 し た が
、 も っ と も 変 化 率カミ大 き か っ た の は Ｍ 群 で あ っ た

。

〈 図 ３－１１ ＞

表 ３－Ｉ皿 は
、

重 心 動 揺 の 平 均 値 の 群 間 比 較 と
、

実 施 前 と ８ ヶ 月 後 の 比 較 を 闘目浸 ・ 閉 眼 別

に示 した。 群別 にお ける 平均 値比 較 では、 す べて の 項目 にお いて 有意 差 は認め られ な かっ

た。 群 間内 の前 後比 較で は、 纈 鮮 と Ｍ 群 の ８ヶ月 後 の総軌 跡長 と 矩形 面積、 単 位 時間総

軌 跡 長 の 全 項 目 が
、 開 鰻 ・ 閉 眼 と も に、 実 施 前 よ り も 有 意 に 低 値 で あ っ 危。 Ｌ 群 の 閉 眼 で

は、 全項 目に お いて 有意 な改 善が 確 認され な かった竈

〈 表 ３一醜 ＞

８． 脊 柱 轡 曲 レ ベ ル
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Ａ 実施前を基準とした体脂肪率の平均変化率擬
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Ｃ， ＢＭＩ２７以 上 群 （劣名） の 体 脂 肪 率 の 折 れ 線 グ ラ フ

§ 釣

藍一
蓬

３５

’』削 ｛縦 φ蜥 ‡ 胴

実施前 ４ヶ月 後 ８ケ月 後

図３－８ 全対象 者とＢＭ五２７未 満群の 案施 前を基 準と した体 脂肪 率の 平均 変化 率、 平均
値 の群聞 蛇較 と経時 的変 化司 お虫 ぴＢＭＩ２７以上 群４名 の 体脂 肪率 の経 時的 変化

Ａ． 平 箆 変化 率 臥 Ａ 眺 体 操実 施箭を纂準とした、 竹 月 後と８ヶ月 後の 変化 の留 合 の平 均 健を示す鉋平 均変 化 率にお げる群間
地 較 （Ｋ ｍ 飲ａ亘 Ｗ 副ｉｓ 検 定）で は、す べ てに 銚 、て 有 意 差 は 認 め ら れ な か った由

Ｂ・ 工今 一 バ ー は 平 箆 値 ± 標 準 偏 菱 を 示 す回図 内 のｐ 健 は、牟群 閥 に お ける 一 元 配 置 分 散 分 析 と ８ｏｎＦｅｒｒｏｎｉ 検 定 の 結 果 を 示

す百 グラフ 下 の 由夏～壬３ は 隷 応 の ある ｔ 検 定（ｗｉ董ｃｏｘｏｎの 符 号 付 頗 位 検 定）の 給 果 で、ａ（案 施 前 と 竹 月 後）／ ｂ（実
施 前と８ヶ月 後）／ｃ（竹 湧 後と８ヶ月 後）の 組み 合わ せの ｐ 健を示す回

Ｃ， ＢＭ互２７以 上 ほ 計４名 で、うち理 群 ２名（ケ ー ス 脳 ， 鵬 ）とＭ 群 ２名（ケ ー スＭ１， 醜２）で あっ た。峰名 とも、 特 定 の 疾 劇 こよる

体 婁 滅 抄 で は な かっ た。
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Ａ・ 平壌 変化率は・Ａ 肌 体 操実施前を基準とした。 竹 月後を８ヶ月 後の変化の割含の平場健を示す。平均 変化

率 に お け る 群 聞 比 較（Ｋ 軸 ｓ蛙創 Ｗ 創豆ｉｓ 検 定）で は、 す べ て に お い て 有 意 差 は 認 め ら れ な か った
。

臥 亙ラ ー バ ー・は 平 均 値 ± 標 準 煽 差 を 示 す。 図 内 のｐ 値 は、４群 悶 に お け る 一 元 配 置 分 散 分 析 と 腕 赫ｅｒｒ◎孤ｉ

検定の結果を示す。
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表 ３一皿 重心動揺の平均値の 群間比 較と、 実施前と８ヶ月 後の比較 （開眼・閉眼別）

Ｈ 群 悼≡１王〕 Ｍ 群 悼，１２〕 Ｌ群 俸６１ Ｆ群 ｛ｎ呂王２； 全 体 〔ｎ≡４１〕

融
総軌跡長

（ｍ搬）

案施前

８ゲ 月 後

ρ 復

矩 形 面積

（ｍ 鰍
２）

実施前

８ケ月 後

ρ 檀

単位時問総軌跡長

（ｍ蘭／ｓ）

実施前

８ケ角 後

ρ 腫

４９０±８２

４５４±７８

０．００５

２５２土１３９

２１２±王１６

０，０３２

４９±８

４５±８

０．
００５

５０５±９３

冬３７±５０

０
．
０１ ７

４９７±３８８

２５９土３３３

０
，
００３

７５１±９

４尋堂５

０
．
００２

姿８２±！２０

４４６±至１６

０．０２７

４７５±４７８

３３４±４０６

鵬

母８圭１２

４５±三２

０
，
０２８

５５６±９１ ５１３±９５

５０９±１王０ ４６４±９０

０，０１９ く ０
．
０００１

３９２±２４３ ３９７圭３１７

２９２±２２６ ２６７±２６５

ｎｓ く ０
．
０００１

５６±９ ５１±９

５王立至１ ４６±９

０，００６ く ０
．
０００１

魎
総軌跡長

（胴 ｍ）

実施前

８ケ月 後

ρ 窟

矩 形 面 積

（触 ｍ
２）

実施前

８ヶ 月 後

ρ 値

単位時間総軌跡長

（ｍ 醐／ｓ）

実施前

８ケ月 後

ρ 痘

５１９±８１

４８王±７８

０．００３

３４５±亘９２

２３０圭１９８

０
．
０１６

５２±８

４８±８

０
．
０１２

５４６±１１７

４８６±１豆３

０
，
００８

６２３±６０９

４０３±６ 判

０
，
００８

５５±１２

４９圭１王

０
．
００３

５４峰±２４４

５４８±３４２

ｎｓ

５５６±７５４

６王５±２６５

れ Ｓ

５尋±２４

５５±３４

㎎

６０劣±９４ ５５５土１２８

５５２±王２３ ５１３圭１５８

πｓ く ０
．
０００１

５３９土３９３ ５０９±４８８

３６０±２０１ ３７５±５９１

０
，
０４１ く ０．０００１

６０±９ ５６圭１３

５５±王２ ５１±王６

０
，
０４９ く ０

．
０００１

千 ± は 平 均 値±標 準 偏 差 を 示 す。皿ｓ 閉 ｏｔｓｉｇｎ揃ｃａｎｔ

幸 ４群 間 に お け る 一 元 配 置 分 散 分 析 と Ｂｏｎｆｅｒｒ◎ｎ亘 検 定 の 結 果、 す べ て に お い て 有 意 差 は み と め ら れ な か ったθ

§ 表 内 の ｐ 値 は、 対 庵 の あ る ｔ 検 定（Ｗｉ１ｃｏｘｏｎ の 符 号 付 順 位 検 定）の 結 果 を 示 す。

４７



図 ３－１２ は
、

脊 柱 轡 曲 レ ベ ル の 鮮 間 比 較 と、 実 施 前 と ８ ヶ 肩 後 の 比 較 を 示 し た
。 ４ 群 間

に お け る一一 元 配 置 分 散 分 析 と Ｂｏｎｆｅｒｒｏｎｉ 検 定
、 お よ び 実 施 前 と ８ ヶ 月 後 の 対 応 の あ る ｔ

検 定 （Ｗｉ１ｃｏｘｏか の 符 亭 付 順 位 検 定） を 実 施 し た が
、

す べ て に お い て 有 意 差 は な か っ た
。

図 ３４２＿Ａ に 示す ごとく、 どの群 も脊 柱 轡歯 レベ ルの ば らつき （標 準 傭差） が 小さく な っ
て いる が、 平均 値 で は有意 変 化は み られな かっ た。

〈 図 ３－１２ ＞

９
，

Ｑ Ｏ し

図 ３－１３ は、 実 施前 を基 準と した ＱＯＬの 平 均変化 率 を示 した。 どの項 胃 も変化 率 が高

値 である ほ ど Ｑ０Ｌが 高く なっ た こと を示 す。 Ｑ２ （外 出 頻度） の み、 全騨 にお い て変 化率

が マ イ ナ ス で あ っ た
。

そ の 他 の 項 目 で マ イ ナ ス の 変 化 率 カミ多 く み ら れ 危 の は、 Ｌ 群 の Ｑ１

（痛み）・ Ｑ４ （転 倒 不安）、 Ｑ５ （主 観的 幸福 感） お よび Ｑ０Ｌ 合計 点 であつ 危。 Ｈ 群 と Ｆ

群 の ４ ケ 月 後 の ＱＯＬ 合 計 点 の 変 化 率 は マ イ ナ ス を 示 し た が
、 ８ ケ 月 後 で は 土 昇 し た

。

く 図 ３－１３ ＞

図 ３－１砕 は、 Ｑ０Ｌ の 平均 値の 鮮間 比 較と経 時 的変 化を 示 した。 群別 にお け る 平均値 比較

では・ Ｑ４ （転倒 不 安） と Ｑ５（主観 的幸 福感） お よび ＱＯＬ 合 計点 で有 意差 がみ られ た。 Ｑ４

と Ｑ０Ｌ 合 許 点 で は
、 Ｆ 群 が 他 の 群 よ り も 宥 意 に 低 値 で あ つ た

む Ｑ５ で は、 ８ ヶ 月 後 の Ｍ

群 の主 観 的幸福 感 が Ｈ 群 より も 有意 に低 かっ た。 群 間内 の 前後比 較 では、 Ｈ 群 にお ける 年

ヶ月 後 と ８ ヶ月 後 の Ｑ２ （外出 頻度） の平 均値カミ有意 に低 下 してい た。 反対 に、 Ｆ 群 に お

け る ８ ヶ 月 後 の ＱＯＬ 合 計 点 淋 実 施 前 よ り も
、

有 意 に 上 昇 し て い た
。

〈 留 ３－１４ ＞

１ ０、 転 倒 １ 転 落 回 数

対 象 者 ４１ 名 の 群 別 に お け る ８ ヶ 月 間 申 の 転 倒 ・ 転 落 回 数 は、 蘭 群 ０ 回、 Ｍ 群 Ｏ 回、 Ｌ

群 １ 回、 Ｐ 群 Ｏ 回 であっ 忠。 Ｌ 群 の １ 回 の転 倒 は、 ベ ッ ド座 位 から 立位 に自カ 移 乗す る際

に足 を踏 み外 して発 生 した もの で あった。 ＡＤＬ 体 操中 の転 倒・ 転落 事 故は なかっ た。
１ １・ Ｆ 群 １２ 名 の 呼吸 機能、 下 肢 筋カ、 歩 行機 能 およ び Ｑ０Ｌの 経 時的 変化

４ 群 のう ち、 年 齢、 ＡＤＬ お よ びＩＡ 眺 な どで他 群よ りも 低値 で あっ た Ｆ 群 １２名 につ い

て のみ、 変 化 率の 大き かっ た 呼吸 機能 （％ＶＣ， ＭＩＰＳ）、 下 肢筋カ （大腿 四頭 筋カ）、 歩 行

機 能 （最大 歩 幅比） お よ び ＱＯＬ （Ｑ１ ～ ５ ま での ＱＯＬ 合 計点） の 経 時的変 化 を折 れ線 グ

ラ フ に 示 し た。

どの 項目 に おい ても 個人 差 があ り、 実施 前～ ４ ヶ月 後ま で に急 激に 上昇 を した後、 ① ４

ヶ月 後 ～ ８ ヶ月 後 で上 昇が 緩 やか に なるパ タ ーン と、 ② ４ ヶ月 ～ ８ ヶ月 で値 添急 激に 低

下す る パタ ー ン、 ③ 実 施前 ～ ４ ヶ月 後 ～ ８ ヶ月 後 で緩 や かに低 下 する パタ ー ンが確 認 され

た
。

く 図 ３－１５ ＞

考察

１、 自 立 高 齢 者 の ＡＤＬ 体 操 の 効 果 （Ｈ ・ Ｍ ・ Ｌ 群 の 比 較）
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８、
ヱラ ー バ ー は 平 均 値 士 標 準 偏 差 を 示 す。

劣群悶における一元配置分散分析とＢｏｎ胎耐ｏれｉ検定、および実施前と８ヶ月 後の比較 のための対溶の

あ る ｔ 検 定（Ｗ曼１ｃｏｘｏｎの 符 号 狩 順 位 検 定）を 実 施 した 結 果、
す べ て に お い て 有 意 差 は な か っ た。
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ヶ 月 後 の 変 化 を 評 価 し た
。

研 究 的 に は 費ＣＴ ス タ イ ル （ｒａ 飼 ◎㎜ｉｓｅｄ ｃｏｎｔｒｃ１ｔｒｉａ１） で 比 較

する こと が 望ま しい と 考え られ たが、 施 設利用 高 齢者 の ＡＤＬ 体操 への自 主 的な 参加 を阻

害 さ せ る こ と の 不 利 益 を 回 避 す る た め に、 ＡＤＬ 体 操 へ の 参 加 率 に よ っ て Ｈ ・ Ｍ ・Ｌ ・Ｐ 群

の ４ つ に 群 別 し て 比 較 し た
。

４ 灘 申 の 闘 ・ Ｍ ・ Ｌ 鮮 は、 ＡＤＬ・ＩＡＤＬ と も に 自 立 し た 高 齢 者 で、 ３ 群 間 に お け る 年 齢、

ＡＤＬ・ＩＡ 眺 得 点お よ び ＮＭ スケ ー ル得点 と もに 有意 差 は確認 され な かっ た。 評価 項目 の

全 てに おい て、 平均 変化 率 では ３ 群 間 で統計 的 有意 差 はな かっ たが、Ｌ 群 の変化 率 が Ｒ・Ｍ

群 より も低 値傾 向 も しく は変 化 率が マイ ナス 化 して いる 項貿 がみ られ た。 ま た平 均値 の経

時 的 変 化 に つ い て も
、

Ｈ ・ Ｍ 群 の 呼 吸 機 能 （％ ＶＣ
，

ＦＥＶｉ、。跳、
ＭＩＰＳ） と 大 腿 四 頭 筋 カ で は

、
４

ヶ月 後 と ８ ヶ月 後 も有 意に 改善 しており、 ＡＤＬ 体 操は 不動 によ る廃 用性 筋 萎縮 や筋 肉減

少 症 （ｓ弧ｃｏｐｅなｉａ） の 進 行 を 防 止 す る 可 能 性 を 示 唆 し て い る と い え る
。

さ らに重 心動 揺 で は、 Ｌ 群 のみ に 有意 改善 が確認 さ 虹 なかっ た。 Ｈ・Ｍ 群 の 平衡機 能 の

改 善 は下肢 筋カ の 向上 が一 要因 と 考え られ るが 州 州
、 今 後 は ＡＤＬ 体 操の 転倒 予 防効果 を

検 証 し て い く だ め に も、
「身 体 一 環 境 一 外 部 繰 作」 と の 関 連 に よ る 動 的 バ ラ ン ス 能 力２２〕… 州

を 含め た経 時 的変 化 を明 らか に していく 必 要が ある。

２） 栄 養 状 態と 骨密 度

骨密 度 につ いて は、 変化 率 にお いて 若干 の改 善が み られ たが、 運 動 前後 にお いて 統 計的

に 有意 な 改善 はみ ら れな かっ た。 先行 研 究で も既 に言及 さ れて いる 通り、 食 事 と薬 物、 運

動 の 組み合 わ せに よっ て、 若 年～ 壮年 期 から骨 密 度の 維持 ・増 強 を図 るこ とが 効果 的 であ

る 州 ’茗２）
。 しか し運動習 慣 のな い人 より も ある 人や 活動 的な 生活 を 送っ てい る人 の骨 密度

秘 有意 に 商値 で ある こと から３３）■洲
、 日 頃 から 移動 （活 動） する に 耐え られ る筋 カ を獲 得

す る こ と に よ っ て
、

動 く 習 慣 を 身 に つ け て い く こ とカミ重 要 と い 完 る
。

ま た ＢＭＩと 体脂 肪 率も ３ 群 間 で有 意な 変化 は確 認 でき 征 かっ た が、 葛ＭＩ２７ 以上 の ４

名 につい て は、 体重 と体脂 肪 率の 減少 に よる 効果カミ得 られ た。 ４名 より 体 重減少 の影 響 要

因と して、 ① ＡＤＬ 体 操に よっ て生 活リ ズ ム淋 改善 した、 ② 過食 に 対す る淫 意意 識が 向 土

した、 ③ 生 活にお い て活 動性 が増 痂 した こと があ げ られた。 こ の こと か らも、 週 ２ 回 の集

団釣 運動 に よっ て生 活習 慣の 改 善も期 待 でき るこ二とカミ示唆 さ れた とい 完る。

３） 歩 行 機能 とＱ ◎ Ｌ

歩 行 機 能 （最 大 歩 幅 比
、

５触 歩 行 速 度
、

Ｔｉｎｅｔｔｉ の 歩 行 評 価 点） は
、

ど の 項 胃 も Ｈ ・ Ｍ

群 の改 善率 が高 値の 傾向 が あり、 特 に Ｍ 樺 の ５㎜ 歩行 速度 につ い ては 実施 前と 比較 した ４

ヶ月 後 と ８ヶ月 後 の速 度が 有意 に短 縮 してい た。

主観 的な 評樋 であ る Ｑ０Ｌ につ いて は変 化 率にお い て若 干の 改 善傾向 がみ られ た が、 ３

群 とも 統計 的改 善 はみ られ なかっ た。 特 に Ｑ２ （外 韻） の変 化 率につ い て は３ 群 と もマイ

ナ スで あっ たが、 こ れ は季節 （気侯） の 関係 も 多分 に影 響 してい る と思 われ た。 Ｑ１ （痛

み） は高齢 者 に多く 聞 かれ る骨 格筋 の痛 み で、 活 動 低下 の促 進因 と して 痢ら れて いる３７〕 洲
。

Ｈ・Ｍ 群 にお け る Ｑ１ （痛 み） の改 善 率は Ｌ 群 より も高 い傾 向が あり、 ＡＤＬ 体 操に よっ て

関 節・ 筋肉 痛 な どが惹 起さ れる 危 険性が 少 ないこ と が確 認さ れた と い麦る。 ま た Ｑ４ （転

倒 不 安） に つ い て も Ｈ ・ Ｍ 群 の 改 善 率 が Ｌ 群 よ り 高 く
、 ＡＤＬ 体 操 に よ っ て、

動 く こ と へ

の 自信 獲得 に 結 ぴつい てい る可 能 性を示 唆 する もの であ る。

４） その 他

５３



ＡＤＬ 体 操 に 参 加 し な か っ た Ｌ 群 （６ 名） の 員 常 生 活 の 様 子 は、 蕊 ・ Ｍ 群 と ほ と ん ど 変 わ

り な く
、

自 主 的 に 外 出 し た り、 ク ラ ブ 活 動 や 洗 濯 な ど の 家 事 を 行 っ て い た
。 し か し 今 圓

、

限られ た 生活空 間 内で の活 動の み では 筋力 や 呼吸機 能 の維持 ・ 強化 を図 るこ二とが 難 しく、

急 速な 機能 低下 に 結び っく 可能 性も 明 らかと なっ た。 Ｌ群 の ＡＤＬ体 操 への不 参加 の 理由

と して 「運 動に 興 味が ない」 「集 団 行動 が好 き でない ’ 運動 す る気分 で ない一 な どが 聞 か

批 たた め、 白室 で椅 子 に座 って 安全 に行 完る 小 型軽 量マ シー ン による 下 肢筋力 強 化運 動 な

どの促 進 を検討 していく 必 要が ある よう に思 わ れた。

ま た 週 ２ 回参 加 して いる 温 群 （１１名） と週 １ 回参 加 の Ｍ 群 （１２ 名） で は、 Ｍ 群 の改

善 率 （変化 率） が 高値の 傾 向が み られた。 こ れ は Ｈ 群の 実施 前値カミ全般 的に 良好 であ るこ

と が理 由と して 考 えられ た。 体 操の 回数 につ いて は、 施 設側 の目 課や 行 事と の関係 で週 ２

圓 に限 定す る必 要が あっ た が、 特定 の曜 冒に 通 院や外 出 をず る利用 者 に とって、 週 ２ 回 の

ＡＤＬ体 操の う ち、 どち ら か一方 の曜 目 での 参加 が 可能と な る ばかり でなく、 クラ ブ活 動 な

どの個 人的 なス ケ ジューノレ調 整 も しやすく、 無理 なく 継 続でき る 点 で大き な利 点 があ った

と 思 わ れ た
。

一２． 脆 弱 な 高 齢 者 の ＡＤＬ 体 操 の 効 果 （Ｆ 群）

Ｆ 群 は、 自 らの 意思 で部 屋 を出 て ＡＤＬ 体 操に 参加 す るこ とカ姻 難 な ため、 職 員が 意図

的に参 加 を促 してき た目 常生 活機 能 レベル が 他群 より も 低い 高齢 者で、 要介護 度 では 要支

援 ～ 要介 護 ３、 平均 ＮＭ ス ケー ルは ２２ ± ９ 点 （軽 症～ 中等 症痴 呆） で あっ 定。
Ｆ 群 の Ａ 眺 体操 実施 前後 の比 較 では、 主 に 呼吸機 能、 下 肢筋力、 歩行 機 能お よ び Ｑ０Ｌ

に有意 な 改善 がみ ら れた。 特 に呼 吸機 能 では％ＶＣ と Ｍ旺Ｓ の 上昇 がみ ら れ、 特定 の 呼吸

器 疾患 が なけ れ ば非効 率的 な 換気 様式 の改 善 によっ て、 換 気機 能 はある 程 度維持 できる 可

能 性が 示唆 さ れ危 とい える。 ま た 大腿 四頭 筋カ や最 大 歩幅比 の 上昇 によ っ て、 Ｑ４ 得 点

（転倒 不 安） の変 化率 の 改善 が図 られ てお り、 ＡＤＬ体 操 は脆 弱な 高齢 者の 筋力 増 強に 効果

が 期待 でき るこ と が明 ら かと なっ た。

し か し 図 ３－１５ に も 示 し た 通 り
、 対 象 者 間 に 大 き な 個 人 差 が あ り、 ４ ヶ 月 後 に 改 善 し た

身 体機 能秘 ８ヶ月 後に 急激 に低 下 した り、 実施 前と 比 較 して全く 効 果が み られ ない 対象 者

も いた。 こ れ は ＡＤＬ 体操 に 参加 して いて も、 認知 機 能の 低 下に よって ト レー ナ」 の 体操

に 追随 でき な かっ たり、 集 中力 ・ 注意力 の 低下 によ る 体操の 中 断な どが 大き な要 因と 思 わ

れ た。 そ の よ う な 状 況 を カ バ ー す る た め に、 体 操 中、 ア シ ス タ ン ト に よ っ て Ｆ 群 に 対 す る

体 操支 援 を行っ た が、 ４５ 分 間の 実施 継 続が 非常 に難 しく、 Ｆ 群の ほ とん ど淋 １５ ～ ２０ＲＭ

に満 た ない 運動 強度 で体 操 して いる と 思わ れた。 Ｆ群 全 体で 統計 的に 有意 な筋 力 上昇 の結

果 がみ られ たの は、 実施 前 の筋力 値 が相 当低 値 であっ た こと を物 語る も のと 考差 られ た。

今 回 のよ うに、 様々 な ＡＤＬ レベ ル の高 齢者 が… 緒 になっ て 自立 高齢 者 レベル の 運動療

法 を行 うこ との 限界 にっ い ては否 定 でき ない 淋、 養 護老 人ホ 』ム のよ う な福 祉施 設で はマ

ンパワー の 関係 か ら、 こ の よう な形 で行 わ ざる をえ ない のが 現状 と思 われ る。 しか し定期

の 曜冒・ 時間 帯 に自 室 から 出て、 他 の利用 者 と一 緒 に トレー ナー の話 しに耳 を傾 けたり、

ア シスタ ン トに 手助 け して もらい なカミら行 動 をと も にする こ との 心理 的・ 精神 的機 能 への

プラス の影 響も ある と考 え られ、 今後 さ らな る縦 断的 調査 に よって 明 ら かにす る必 要が あ

る。 ま たマ シー ン を利用 して 集 中的 に… 定の 筋力 を 鐘化す るパ ワ ーリ ハ ビリの よう な、 短

時間 ・ 短期 間 で効果 が得 られ る個 別 対応 の運 動療 法 を僻潮 す ること も」一つ の方 法と 考 えら
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れ る た め
、

人 的 ・ 物 的 資 源 を 含 め て 今 後 検 討 し て い く こ と が 課 題 で あ る
。

結諭

１． 養 護 老人ホ ー ムに入 屠 する ６０ 歳 以上 の自 立～ 要 介護 ３ の 高齢 者 今１名 に対 して、 自

体 重負 荷 による 低 強度 （１５ ～ ２０艮Ｍ） の Ａ 眺 体 操 を １回 ４５ 分、 週 ２ 回 の割 合で ８ ヶ月

間 実 施 し た。

２． ＡＤＬ 体 操 に 週 １ ～ ２ 回 参 加 し た 自 立 高 齢 者 群 （Ｈ ・ Ｍ 群） は、 体 操 に 参 加 し な か っ

た 自立 高 齢者群 （Ｌ群） と比 較 して、 ％ 肺活 量、 １ 秒 率、 最大 吸気 筋力、 大腿 四頭 筋力 お

よび重 心動 揺 （静 的バ ラ ンス） にお い て ４ ヶ月 後 と ８ヶ月 後 に有 意 に改 善が み られ、 歩行

機 能と ＱＯＬ （背 申や 腰の 痛 み程度， 転倒 不安） につ いて も、 Ｈ・Ｍ 群 の改 善率 が Ｌ 群 よ

り も 高 値 で あ っ た
。

こ の こ と か ら
、

ＡＤＬ 体 操 は 自 立 高 麟 者 に と っ て 安 全 な 体 操 で あ り
、

不

動 に よる 廃崩 性筋 萎 縮や筋 肉 減少 症の 進行 防止、 転倒 不安 軽減 に よる活 動 性の 向上 に 寄与

する 可能 性が 示唆 さ れた。

３． 職員 が意 図的 に参 加 を促 して き た目
一
常生 活機 能 レベ ルが低 い 脆弱 在高 齢者 （Ｆ 群） で

は、 呼吸 機能、 下肢 筋力、 歩 行機 能 およ び Ｑ０Ｌ に有 意な 改善 がみ ら れ、 脆弱 な高 齢者 の

筋カ増 強 に効 果が 期 待でき る こと が明 ら かと なっ た。 しか しそ の 改 善率 には個 人 差 がみ ら

れ、 そ の 要因 と して 認痢機 能 低 下の ため に体 操 の追 随行為 が 困難 で あっ たり、 集 中カ ・ 注

意カ 低下 に よる 体操 の中 断淋 原因 と 考 えられ た。 脆弱 な 高齢者 に 対 して 自 立高齢 者 レベ ル

の集 団的 運動 療 法 を実施 する 場合 に は、 ア シスタ ン トに よる 体操 中 の支援 が 必要 で ある ほ

か、 短時 間・ 短期 間 で効 果カミ得 られ る個別 指 導 法に よるマ シー ンを利 用 し た運動 療 法 を併

用 す るこ と も一つ の 方法 と考 え られ 彪。

４． 今後 は、 ＡＤＬ体 操 の転倒 予 防効 果 を検 証 していく た めに Ｆ身体 一環 境一 外 部 操作ｊ と

の枠 組み に よる評 価、 お よ び脆 弱な 高齢 者に 対 する 心理 ・精神 機 能 への影 響 につ い て も明

ら かにす る 必要 淡 ある。
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第４軍 養護老人ホームでのＡ ＤＬ対応型 高齢者体操の継続

本章 で は、 平 成 １５ 年度 に ８ ヶ月 間 にわ たっ て実 施 してき た Ａ 眺 対 応 型高 齢者 体繰

（以 下
、

ＡＤＬ 体 操 と す る） を
、 平 成 １６ 年 度 に ど の よ う に 継 続 し た か

、
ま た 平 成 １７ 年 度

以 降 どのよ うに 継続 して いく か につ いて、 そ の 実際と 方 向性 につ いて 報 告する。

■ 平成１ ６年度

ＡＤＬ休燥松続に対する二一ズと理解

１． 利用 者の 二 一 ズの把 握

杜会福 祉 法人 聖 母会 聖 母ホー ム で ＡＤＬ 体 操 を実施 して か ら ８ ヶ月 後 の平 成 １６ 年 ３

月 に、 ＡＤＬ 体 操に週 １ ～ ２ 回 参加 する禾胴 者 ２０名 に瀞 して、 何 目間 か にわ たっ て、 体 操

継 続に 対す る自 由 な意見 を一 人 ずつ 口頭 で闘 い た。 ２０名 中 １５ 名カ汀 継 続を 強く 希 望す

る」 で、 ５ 名 が ギ可 能 な ら ぱ 継 続 を 希 望 す る」 と の 意 見 で あ っ た
。

そ の 理 由 と し て （以 下
、

複 数回答 ・延 べ 数）、 瞳 動 をする こ とで 自分 の健 康 を維持 した い （１５名）」 ド 人 で 継続

的 に 実 施 す る の は 難 し い
，

伸 間 と 』 緒 に や る か ら 楽 し い （１３ 名）」 「肩 こ り、 膝 痛、 肥 満、

倦 怠感 征 どの気 に荏 る症 状淋 改 善 した （８名）」 ｒ運動後 の爽 快 感 （５名）」 ｒそ の他 （３

名）」 で、 健 康の 維持 ・増 進 への 強い 二一 ズ が明 らか と在っ た。

２． ＡＤＬ 体 操の 継続 に 対す る施 設側 の理 解と 協カ

ー 部 の施設 職員 よ り、 ＡＤＬ 体 操継 続の 必 要性 が意 見と して あ げら れ、 施設 にお け る介 護

予 防の必 要経 費 と して予 算化 が図 ら れた。 必 要経 費額 は ト レー ナ ーへ の 謝金と 交 通費 で、

週 ２ 回
、

月 ８ 回 と し て 月 額 約 ４８，０
００ 円 （６，ＯＯＯ 円 ｘ ８ 回） が

、 平 成 １６ 年 度 に 運 用 可 能

と な っ た
。

３． ト レ ー ナ ー と ア シ ス タ ン ト

本 施設 専属 の ト レーナ ー は Ａ 肌 対応 型高 齢 者体 操研 究会 の上 級公 認 指導 者 ３名 と した。

参加 者と の親 密 度を 高め るた めに、 月 曜目 と 木曜 冒の 担当 者、 それ ぞ ね 詩２ 名 を 決 め、 ス

ケ ジュー ルが 合 わな い場 合の みに 担当 者以 外 の １名 が 代 替的 に行 う方 法 をとっ た。 ま た、

準備 ・後 かた づ けや 障害 のあ る参 加者 の体 操 の援助 を 行う ア シスタ ン ト１名 をボ ラ ンティ

ア と し て 協 力 を 得 て 行 っ た
。

ＡＤＬ体燥纏鏡の案際

１， ＡＤＬ 体 操 の 方 法

ＡＤＬ 体 操 は 前 年 度 同 様
、

週 ２ 回 （月 ・ 木 曜 員）
、

９：３０ ～ １０：１５ （４５ 分 間） に 行 っ た
。

体 操 強 度 も 昨 年 同 様
、 １５ ～ ２０ＲＭ 強 度 （ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ ｍ 脳ｉ㎜ ｕｍ ； 無 理 量 ず １５ ～ ２０ 回 の

５９



連 続反 復が 可 能な負 荷） を目 安に、 ＡＤＬ 対応 型高 齢者 体 操研 究会 のパ ン フ レッ ト 「ＡＤＬ

対 応型 高齢 者 体操 のす す め１㌧ 「いき いき 介 護予 防 高齢 者の た めの転倒 ・嘗 振予 防体 操

２〕
」 の

、
① 椅 子 に 座 っ て 行 う 体 操 と

、 ② 椅 子 の 背 を 支 え に し て 行 う 体 操 項 目 を 中 心 に、 Ａ 肌

体 繰 の 音 楽 （８０ ～ １００／ｍｉｍ ド〕
に あ わ せ て、 ｓｏｆｔｉｇｏ

Ｒ
（Ｎａｇａｓｅ Ｋｅ 赦 ｏ 服 ，

Ｊａｐａ皿； 第 ２ 章参 照） の 小ボ ー ルを使 用 しな が ら行っ た。 忠 だ し、 参 加者 自身 の疲 労 度や

骨 関節 ・筋 肉 の痛 み に応 じて 反復 回数 を減 ら した り、 起立 が困 難な 場 合に は、 座っ たま ま

実 施す るよ う 理解 を得 た。 ま 危、 視カ ・聴 力機 能 や認 知機 能の 低下 に より、 体 操に 追 随す

る のが 困難 な 参加 者 に対 して はア シス タ ン トが支 援 した。

平 成 １６ 年 度 に お け る ＡＤＬ 体 操 の 時 間 配 分 と 体 操 の 実 際 は、 表 ４－Ｉ に 示 し た
。 体 操

個 々 の 具 体 的 方 法 は
、

後 掲 し た パ ン フ レ ッ ト を 参 照 さ れ た い
。

〈 表 ４－Ｉ ＞

〈 資 料
．
パ ン フレ ット＞

２． ＡＤＬ 体 操 の 実 施 目 と 参 加 者 数

対象 者の 体 操へ の参 加 は、 原則 と して 自南 意思 に もとづ い て行っ た。 た だ し、 施 設 職員

が 員常 生活 機 能 レベ ル低 下を 積極 的 に防止 す る必 要淋 ある と判 断 した利 用 者 に対 して は、

毎 回の 体 操前 に、 施設 職員 が 意図 的 に本 人に 声を か けて参 加 を促 し、 必要 時 に移乗 ・ 移動

を 介助 した。 施設 近 隣の 住民 より 体 操参加 へ の希 望 があり、 施設側 の了承 を 得て 自由 に参

加 が 可 能 と な っ た
。

］ 冒 の 平 均 参 加 者 数 は ２５．０ 名 で、
う ち 施 設 入 居 者 ２３．２ 名、

近 隣 住 民 な ど は １．８ 名 で

あ っ た。 平成 １６ 年 ４月 ～ 平成 １７ 年 １月 （計 ７８ 回） ま で の、 ＡＤＬ 体 操の 実施 目と 参加

人 数 を図 牛１ に 示 した。 ま た写 真 に、 平成 １６ 年度 に おけ る ＡＤＬ 体操 実施 の風 景を 示 し

た
。

く 図 ４－１ ＞ く 写 真 ４－１ ＞

３． ＡＤＬ体 操の 準 備と 後が た づけ

Ａ 眺 体操 の 準備 と後 かた づ けと して、 椅 予 やマイ ク の出 し入 れ、 ボー ル の回奴 淋 必要 で、

平成 １５ 年 度は トレー ナー とア シス タ ン トが行 った。 平成 １６ 年度 か らは、 自 立度 の高 い

施 設 利用 者 と近 隣住 民 から 自主 的・ 積極 的 に手伝 い の申 し出が あり、 今 で は一緒 に行 う こ

と によっ て 短 時間 で準備 ・後 かたづ け を行っ て いる。 ま た 要介護 度 の高 い参 加 者が部 屋 と

多 目的ホ ー ル間 を移 動 する 時に、 参 加 者が 声を か けあ うこ とに より、 転倒 在 どの事 故防 止

に 役 立 っ て い る と 思 わ れ る。

４． 施 設職 員 への働 き が け

次年 度の 平成 １７ 年 度 から は、 施 設 職員 が ト レー ナ ーと して 参加 者 に体 操 を指導 でき る

二 とを 目標 と して、 ＡＤＬ 体操 の講習 会 で 理論 的・ 技術 的知 識 の習 得を はか っ危。 しか し実

際 は、 施設 利用 者 の急 変や 要介 護 度の 重度 化 な どのマ ンパ ワー 不足 に より、 施 設職員 へ の

指 導 は 中 断 し１た。

６０



表牛 互 平成１６年 度におけるＡＤＬ体操の時閥配分と体操の実際

体 操の実際

時閥配分 使用物晶

姿 勢 主として行う体操項目 参考資料号

Ｓｔａｇｅ 互 １５分 椅 子 に 座 る
ウ才 一ミン グ アツプ

（ストレッチ系）
⑪（ＰＰ１０ 刈 １）

ｓｔａｇｅ ２ １０労 椅 子 に 座 る 自 体 重 負 荷 に ぷる 反 復 体 操 ②（ＰＰ０６～０９／

Ｓｏｆｔｉ９０
Ｒ

（小 ボ ー ル）‡

ｓｔａｇｅ ３ 王Ｏ分 起 立 自 体 童 負 荷 に よる 反 復 体 操 ②（ＰＰ１Ｏ～１１）

Ｓｔａｇｅ ４ １０分 椅 手 に 座 る
ク ーリ ン グ タ ウ ン

（ストレッチ系と認 矧こ働きかける体繰）
①（ＰＰ１０～ユ１）

共王 督 楽 テ ー プｒＡＤＬ体 操」
§ を 流 しな が ら、トレ ー ナ ー１名 とア シ スタ ント１名

に よっ て 実 施 す る。

合 計 ４５ 分
壬２ 参 加 者 は、 自 身 の 疲 労 度 や 骨 関 節・筋 肉 の 痛 み に 応 じて 反 復 回 数 を 減 らじた り、

座 っ た ま ま 実 施 す る。
十３ 視カ・聴カ機能や認知機能の低下 により、体操に追随するのが困難な参加者

に 苅 して は、 ア シ スタ ントや スタッフ が 支 援 す る。

十 ① ② の パ ン フレットに つ い て は、 後 掲 資 料 を 参 照竈

① 大 久 保 洋 亭：ＡＤＬ対 応 型 萬 齢 者 体 操 の す す め パ ンフ レット
，

東 京 法 規 出 級（Ｘ３００）。

② 大 久 傑 洋 手：い きいき 介 護 予 防 高 齢 者 のた め の 転倒・骨 折予 防体 操 パ ンフレット， 案東 法 規出 版（導３００）．

孝 高 弾 性 ウレタンス ポンジに 特 残 樹 脂をヨ ーティングした ボー ル、童さ３２ｇ、直 径９０醐 血。エアホ ー ルにより復 元 が可 能な

た め
、 低 ピン チ か 低 握 カ の 対 象 者 の 撃 握 運 動 に 適 し て い る。（※６００／個， Ｎａｇａｓｅ Ｋｅ 欣 ｏ ＫＫ， ぬ ｐａｎ）

§ ＡＤＬ対応 型高 齢者 体繰 研 雰 会 が出 してい る音 楽テ ープで、Ａ固（８０／㎜ｉ㎜）３０分とＢ薗（三００／㎜ 流）３０分 か らなる。
（解 説 審 付 き、 率 ２，２００）。

６１



轟

く

員

総

暫

岸

勾

固
捜
刊
蝋

ｓ

難

葦
一
Ｑ
く
ｓ

ρ
挑

興
→
甘
ト
Ｈ
蛍

砕

ξ

収
守
紺
⑥
Ｈ
憧

除

（
回
）
撮

回
刻
匝

握

跳

ｓ

壁

量
一
◎
＜

｛
、
守

園

１ε／１ 撃

≡
α 〃 ミ

， 泥／圧 澤

０召〃 睾

≡≡ 以／１ ミ

≡

■
跳 バ 蟹

≡
○ 舳 黒

９パ Ｆ卜

０ε／洲 黒

α／孤 ８

◎；郷 竈

…
≡

ε匡／孤 竃

６／洲 竃

９／刎 害

乙棚 葛

６；〃 篭

弼郷 Ｓ

８ 閉 圭 轟

≡ 帥 川 ８

Ｗ μ 窒

８川 竃

ウ／μ 島

ま／ μ 竃

舵／０圭 竃
…

銅 棚 蓋
一

彫 Ｏ１ 竃

飢１０１ Ｓ

榊／０【 日

ＷＯ１ ８

ム舳 等

汐／０圧 等

６召／６ 辱

ｉ α／６ 等

ε召／６ 等

○乙／６ 等

９姜／６ 等

； ６／６ Ｎ
吋

≡
９／６ 一

■ 寸
！

乙／６
Ｏ
寸

（
国
）
墨

回
刈

匝

醤

跳

ｓ

難

蜂
Ｊ
◎
＜

蝸 Ｏ 岨 ◎ 岬 Ｏ Ｏ Ｏ

ζ

ｏ
ｐ

ｃ
一

ｃ
’

／

／

召

ｉ
’

ｎ
ｕ

’
』

ｏ ｏ 岨 ｏ 唖 ｏ 岨 ｏ

（夢）溝Ｙ日呼箏

録
海

員

鮒
珂

岸
ｓ

咬
ψ

○

（
幻

縛

幽
型

盤
頬
）
導

ｓ
～

国

撫
堕
く
騒
墨

国

６２



糠操騒轟 鰹鰍 蟻 縛 髄 鋤轟餓

餐

欝

蟻

鰺簸麗鱈整轟競誰整轟寡



■ 平 成１ ７年度

ＡＯＬ体操を纏繍するための方向性

施設 側 との 話 し合 いの 結果、 Ａ 肌 体操 継 続の 必要 性に つい て理 解が 得 られ、 平 成 １７ 年

度も弓１き 続き 実施 す るこ とと なっ た。 当 初、 施設 職 員が トレーナ ー と して 参加 者 に指 導ず

る 二と を計 画 してい たが、 マ ンパワ ー 不足 のた め に現 実的 に実施 ・ 継続 が非 常 に困難 で あ

る こと が判 明 した。 そ のた め 計 ２名 の トレー ナー が 主と征 って 体操 指 導を行 い （謝 金・ 交

通 費 ￥ ６
，
ｏ００ 円／ 回）、

ボ ラ ン テ ィ ア が ア シ ス タ ン ト と し て 参 加 す る 形 を と る こ と に な っ

た
。

そ の ほか ＡＤＬ 体操 の 実施時 間、 内 容お よび 方法 な どにつ い ては、 平 成 １６ 年度 と同 じ方

法 （表 牛 Ｉ， 資 料ノくンフ レッ ト） で継 続す る計 画で ある。

文献

１） 大久 保洋 子 著， ＡＤＬ対 応型 高 齢者 体 操研 究会 編： パ ンフ レッ ト ＡＤＬ 対応 型高 齢 者

体 操 の す す め
，

東 京 法 規 出 版，
東 京。

２） 大 久保 洋子 著， ＡＤＬ 対応 型 高齢 者体 操研 究会 編 ：パ ン フ レッ ト いき いき 介 護予 防

高 齢 者 の た め の 転 倒 ・ 骨 折 予 防 体 操
，

東 京 法 規 出 版
，

東 京
・

３） ＡＤＬ 対 応型 高齢 者体 操 研究 会： 音 楽テ ー プ ＡＤＬ 体操 （解 説書 付）．
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ＡＤ」研 究：基 本 表

２

３

６ヶ月 後

１年後

年 月 目（ ）

年 月 目（ ）

年 月 圓（ ）

６５



基本表

１ 性 別

２ 年 齢

３ 閉経年齢

４ 身 長

５ 体 重

６

１） 高血圧

２） 糖尿痛

３蔓 脳卒中

（ 男 ・ 女 ）

歳

歳ころ ＊＊男 性 の 方 は 記 入 不

ｃ漱

Ｋｇ

Ｃｍ

Ｋｇ

Ｃ珊

１くｇ

要 で す。

これ までに患った 病 気。

４） 狭 心 症・心 筋 梗 塞

５） 腎臓病

６） 胃切除

７） 卵 巣摘出

８） 喘息

９） 慢 性関節リュウマチ

１◎）変形性膝関 節症

１１）変形性脊椎症

１２）脊柱管狭窄症

、３）そ の 他

骨粗霧症の既往の有無

１） ない

２） 揚る →「ある」の 方 にお 聞きします。

ａ そ れ はいくつ の 時 でしたか。（ 歳ころ）

ｂ 治療 を受 けて いま す か。どちらが 選ん で◎をつ けてください。

（１） 受けていない

（２） 受けている

→「受 けている方」にお 聞きします。当て はまることに Ｏをつ けてください。

① 食事でカルシウムを十分摂取している。

② 運 動を規 則 的 にしている。

③ 骨粗霧症のためにお薬を飲んでいますか。

＊い つ 頃 から、どの ぷうなお薬を飲 ん でいらっしゃいます か。

＊そ の 他 の 薬

８ これま で次 の 部 位 の 骨 折をしたことが ある か。

コ） 背骨

２） 夫腿骨

３） 手首

４） その 他

（

（

（

（

）歳ころ

）歳ころ

）歳ころ

）歳ころ →骨折した部位（

６６



９ 現 在、 生 活して い る 場 所。

１） 自宅 ①一戸建て ②集合住 宅（マンションなど）

③ 施設 ①老健施設 ②特別養護老人ホーム 逼 卦 赤一ム ④有料老人赤一ム

⑤その他

３） 病院

柵 施 設 利 用 前 の 家 族との 同 居 の 有 無。

１） 独 居 だった

２） 別居している郁近親者淋近くに住んでいた

３）１司 居者 がいた →だ れとの 同 居であった か。

①配偶者 ②両親 ③配偶者の両親 ④子供 ⑤孫

⑥手供や孫の 配偶者 ⑦同胞（兄弟１姉 妹） ⑧ 親戚

⑨友人 ⑩その他

１、 身 の 回りのこと（トイレ，
入 浴， 着 替 え， 歩 行など）を手 伝ってくれる方 が 必 要 か。

、） 必妥ない

１； 驚 器 ｝ 手伝一て／れる方はどなたで弧 下の欄に・を！て／ 舳

１２ ①配偶者 ②両親 ③配偶者の両親 ④子供 ⑤孫

⑥手供や孫の 配偶者 ⑦同胞（兄弟一姉妹） ⑧親戚

⑨友人 ⑩その 他

＊刈 ～ ９
，

Ｈ亭 １ ２ ぼ骨 粗 霧 症 息 看 Ｑ ◎ Ｌ の 内 容

禍 聴カ

コ） 普通（会話やテレビに不自由しない）

２） 大きな声でないと会話できない

３） ほとんど聞こえない

榊 ぶ だん 補 聴 器 は 使用 しているか。

１） 臼當補聴器を使用（必要時は當に使う。持ち歩く）

２） 使 用しない。たまに 使用 する。

１５ 視 カ

１） 普通（本が読める）

２） 、獅くらい離 れ ていて、顔を見 てその 人 が わ がる程 度

３） ほとんど見えない

１６ ふ だん、 眼 鏡を使 用して いるか。

１） 日常眼鏡を使用（必要時は常に使う。持ち歩く）

２） 使 用しない。たまに使 用 する。
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１７ 観 察 され るＡＤし（ＰｈｙｓｉｃａｌＳｅ卜 腕ｉ搬 椚ａ㏄ｅＳｃａｌｅ，Ｌａ耐 ㎝ ＭＰ， 棚 ９）

Ａ トイレ

、） ゆ イに 関じて 完 全 自 立。失 禁なし。

２蔓 助言 を要 する。清 潔 に介 助を 要する。まれ に 失禁（週１回 程 度）

３葦 週１回 以 上、
睡 眠 中 に失 禁

４） 週１回 映 上、覚 醒 中 に失 禁

５） 騎 胱・直 腸コントロー ル不 可

８ 食事

１） 介助なしに食事

２） 食 事 時 に 軽 介助 ／ 食 物の 特別 な処 理を 要 する。 食 後の 清潔 に 介 助を要 す・

３） 中 等 度 の 介 助を 要し、だらいない。

卑） す べて の 食 事 に多 大な 介 助を要 する。

５） 自 分で はまったく食 事をせ ず
、

多 大な 命 助 にも抵 抗する。

Ｃ 更衣

１） 衣 服 の 着 脱、 衣 装ケ ースからの 選 択

２） 自分で衣服の 着脱をするが軽介助を要する

３） 更衣、衣服の選択に中等度⑳介助を要する

鈴） 更衣に多大な介助を要する赫、介助には従う

６） 自 分 ではまったく更 衣 赫できず、多 大な 介助 にも抵 抗する。

Ｄ 整 容く清 潔、 髪、 爪、 手、 顔、 衣 服）

１） 介助なしに當にきちんとした服装で整容もぷい

２） 時に介助（ひげそりなど）を要するがほぼ適切に自分でする

３） 中等度の 定期 的な介助または整容に監視を要する

冬） 全面 的に整容の世話を必要とする郁、介助後は整容を維持する

６） 整容を維持する多大な介助い逆らう

巨 歩行

１） 町の 中を歩き回る

２） 建 物 の 中だ け、また は１ブロック歩 ける

３） 介 助を要 する（マつチェック）

ａ（ ）他 者，ｂ（ ）手 すり，◎（ ）杖，ｄ（ ）歩 行 器、ｅ（ ）車 い す

１ 介助なしに出入りする

２ 出入りに介助を要する

卑） 支 持なしに椅 手 や 車 いす に座っている が
、

介 助 なしに は駆 動 できない

５） 半日以上寝たきり

芦 入 浴

１） 介 助なしに入 浴（浴 槽、シャワ ー、 洗体）

２） 自分で入浴するが、浴槽の出入りに介助を要する

３） 顔と手のみ自分で洗える

４） 自 分 では 洗 えない が、入 浴 介 助 者 には 従う

５） 自 分 で洗 おうとせ ず、多 大な介 助 に 逆らう

１８ ＡＤし合 計 得 慮（前 ）（６ヶ月 ）（コ年 ）■６点

採点

１

０

◎

◎

◎

、

◎

◎

◎

０
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榔 観 察 さ れ るｌＡ Ｄ Ｌ（ Ｓｅ１刊ｍｓ廿ｕｍｅ（拍１ Ａｃｔ； 洲 鈴 ◎ｆｄａ１ｌｙ Ｍ ㎎，
しａ 漱 ◎む Ｍｐ

，
禍 ６ｇ）

採 点：

Ａ 電話を使用する能カ

１） 自分から電話をかける一電話帳を調べたり、ダイアル番号を回すなど

２） ２～３のよく知っている番 号を かける

３） 電話に出るが自分からかけることはしない

４） まったく電 話を使 用しない

Ｂ 買 い物

１） すべての賢い物 は自分で行う

２） 少額の買い物は自分で行完る

３） 貫い物に行くときはいつも狩き添い郷必要

４） まったく買い物 はできない

Ｃ 食事の準備

１） 適 切な 食 事を自 分 で計 画し、準 備し、給 仕する

２） 材料が供与されれ ぼ適切な食事を準備する

３） 準備きれた食事を温めて給仕する。あるいは食事を準備するが適切な

食事肉容を維持しない

４） 食事の準備と給仕をしてもらう泌要郁ある

Ｄ 家事

１） 家事を一 人でこなす、あるいは時に手助けを要する（例：重労働）

２） 皿洗いやベッドの支度などの簡 単な日常的仕事はできる

３） 簡単な目常的仕事はできるが、妥当な清潔さの水準は保てない

４） すべての 家事に手助けを必妥とする

５） すべての家事にかがわらない

巨 洗濯

１） 自分の 洗濯は完全に行う

２） ソックス、靴 下 の ゆ すぎなど簡 単な 洗濯 をする

３） すべて他人にしてもらわね ばならない

戸 移送の儀式

司） 自分で公的輸送機関を利用して旅行したり、自家用 車を運転する

２） タクシーを利 用して旅 行 する淋
、そ の 他 の 公 的 輸 送 機 関 は利 用 しない

３） 付き添いがいたり皆と一 緒なら公的輸送機関で旅行する

４） 付き添い淋皆と一緒で、タクシーか自家用車に限り旅行する

５） まったく旅行しない

Ｇ 自分の服薬管理

、） 正しいときに 正しい量 の 薬を飲 むことに責 任 がもてる

２） あらかＣめ薬が分けて準備されていれば飲むことに責任 赫もてる

３） 自分の薬を管理できない

目 財産取り扱い能カ

１） 経 済 的 問 題を自 分 で管 理して（予 算、小 切 手 書き、掛 け金 支 払 い、銀 行 へ

行く）、一 連 の 収 入を得 て維 持 する

２） 目 々 の 小 銭 は 管 理 する 赫
、預 金 や 大 金なεでは 手 助 けを必 要とする

３） お金の取り扱いができない

２◎１ＡＤＬ合 計 得 魚（前 ）（６ケ月 ）（１年 ）■女 性８点（男性５点）

男 女

１

０

◎

◎

｛

◎

Ｏ

１

、

◎

コ ｛

◎ ◎

◎ ◎

１ ｛

コ 毛

◎ ◎
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羽 Ｎ式老 年者用絹神状態 尺度（ＮＭスケール）

Ａ 家事・身 辺 整 理

◎点

１点

３点

５点

フ点

９点

１◎点

不能

ほとんど不能

買 い物 不 能、ごく簡 単な 家事、整 理も不 完 全

簡 単な 買 い物毛不 確 か、ごく簡 単 な家 事、整 理の み 可 能

簡 単な 買 い物 は 可 能、留 嵜 電、複 雑な家 事、整 理 は困 難

や や 不 確 実 だが
、買 い物、留 守 電、家 事などを一 応任 せられる

正常

Ｂ 関 心・意 欲・交 流

○点 無 関 心。全くなにもしない

１点 周 囲 に 多 少 関 心あり。ぼ んやりと無 為 に過 ごすことが 多 い。

３点 自らはほとんどなにもしない獅、指 示され れ ば 簡 単なことはしようとする。

５魚 習 慣 的なことは 海る程 度 自らする。気 赫 向 け ぼ人 に話しかける。
７点 運 動・家事一仕 事・趣 味などを気 が 向 け ばする。必 要なことは話し淋 ける。
９点 や や積 極 性の 低 下 が みられる が

、 ほ ぼ正 當

１◎慮 正 當

Ｃ 会話

○点

１点

３慮

５点

７魚

９魚

１０点

呼びかけに無反応

呼 び かけ に一 応 反 庵 する淋、自ら話 すことはない。
ごく簡 単な 会 話 ⑳ み可 能。つｃつまの 合 わ ないこと淋 多 い。

簡 単な 会 話 は 可 能 であるが
、つｃつ まの 合 わな いことがある。

話し方 は、なめらかでは ない 述
、簡 単な 会 話 は 通じるむ

目 常 会 話 は ほ ぼ涯 常。複 雑な 会 話 淋 や や 困 難。
正常

Ｄ 記 銘・記 憶

○慮 不能

１点 新しいことは全く覚えられない。古い 記 憶 が 稀 に妨るむ

３魚 最 近 の 記 憶 は ほとん どない。古い 記 憶 多 少 残 存。生 年月 日 不 確 か竈

５点 最 近 の 出 来 事 の 記 憶 困 難。古 い記 憶 の 部 分 的脱 藩箏生 年月 目 正 常。

７点 最 近 の 出 来 事を表く忘 れる。古 い 記 憶 は ほ ぼ 正 當。
９点 最 近の 出 来 事を時 々 忘 れる。
１０点 正 常

巨 見当識

◎点 全くなし

１点 ほとんどなし口人 物 の 弁別 困 難。

３点 失 見 当 識 著 明。家 族と他 人との 区 別 は 一 応 できる郷
、

だ れ か わ からない。

５魚 失 見 当 識 が かなりあり。８ 時・年 齢１場 所など不 確 か。道に 迷う。
７点 ときどき場 所を聞 違 えることがある。
９点 ときどき日 時を聞 違 えることがある。
１◎点 正 當

２２ 合 計 得 点 （前 ）（６ヶ月 ）（、年 ）点

正 簿＝ ５０～ ４８ 点

ヨ糞界 ４７ ～率３ 点

軽 症痴果 ４２～３１ 盧

中葦季ｊ蔓痛葦果１ ３◎～１７ 慮

童 症痴 果 １６～Ｏ 慮

２３ 趣 味
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ＡＤＬ研 究：測 定 用 紙

前

ケ月 後

ケ月 後

年 月 日（ ）

隼 月 圓（ ）

年 月 日（ ）
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測定項目

、 日 當 生 活 機 能レベ ル

１） 上肢筋カ

（１） ピンチカ、 １ ’ 一 ’ ’ ’ ’

月 冒 測 定 値

Ｒ
１

① ② ③ … 釧

し ① ② ③ ｍ…

Ｒ
２

① ② ③ ｍ…

」 ① ② ③ ㈹餉

費
３

① ② ③ 欄・・

Ｌ ① ② ③ ｍ・洲

（２） 微少握カ一 、幻 淋 ’γ 一浬 ■Ｊ

Ｒ
、

① ② ③ 鵬・・

し ① ② ③ ㈹・

Ｒ
２

① ② ③ ｍ・帥

し ① ② ③ ｍ㈱

Ｒ
３

① ② ③ ｍ・釧

Ｌ ① ② ③ … 帥

２ 歩行能カと平衡機能

コ） 下肢の徒手筋カテスト

（１） 膝関節伸 筋群
、 一 ’ ” ＾ １’ ｝ 岬 ‘ ｌ Ｉ ’ ’ ’ ’一 Ｉ

Ｒ
司

① ② ③ 鵬 鋤

し ① ② ③ ㈹釧

Ｒ
２

① ② ③ 鵬釧

し ① ② ③ ㈱・

Ｒ
３

① ② ③ ｍ…

し ① ② ③ ｍ・・㎜

（２） 大腿四 頭筋

Ｒ
｛

① ② ③ 鵬釧

Ｌ ① ② ③ 鵬 鋤

Ｒ
２

① ② ③ ｍ髄・

し ① ② ③ ｍ…

Ｒ
３

① ② ③ ｍ・・竈

Ｌ ① ② ③ ｍ…

η



２ 歩行能力と平衡機能

２） 立位時における最大１歩輻および自然歩行時の歩幅と安定性

股下の長さ ◎欄 足のサイズ Ｃｒ（

（１） 自然歩行時の１歩幅

月 日 澱 定 値

５歩 の 長さ（ｃ獅）
マ ① ② ｍｅａｎ

５歩 距離 ÷５

５歩 の 長さ（ｃ榊）
２ ① ② 榊ｅａ饒

５歩 距 離 ÷５

５歩 の 長 さ（ｅｎｎ）
３ ① ② ｍｅａη

５歩 距 離 ÷５

（２） 立 位 時 にお ける最 夫１歩 幅（◎ｍ）

月 ヨ

① ②

① ②

⑪ ②

灘定値

胴 ｅａｎ

閉 ｅａ洞

獅 ｅａ阿

３） ５メートル歩行試験（速度■秒）

月 臼

① ②

① ②

① ②

測定値

欄 ｅａ蘭

胴 ｅａη

獅 ｅａ洞

→５獅歩行試験の歩行の状態 から、 歩行時⑳安 定性 を評樋する日 次 ぺ一 ジ参照。

５㎜歩行試験時ぼ、 対象看 の後るから歩く様 手と歩く 遠度を観察する。

５ ｍ 歩 行 試 験 跡 お わ っ た ら、 そ ⑳ 場 でタ ー ン を して い た 撞く。

４） 転 倒・骨 折アクシデント数（回 ■ 日）

月 日 転 倒 骨振 観察期閥 特記事項
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歩行能カと平衡機能

２） 立位時における最大マ歩幅および自然歩行時の 歩幅と安定性

（３） 自然歩行時の安定性

月 鷺 氏名 歩 輻（ｃ閉） 合諦

測 定者１

測 定者２

Ａ 歩 行開 始 時の円 滑さ

ｊ 嬢跨じないで、スム ーズに歩 行カ欄 始できる。

歩行 時 は どちらか一 方の 足で、スム ーズに開始される。

ｏ 歩行 開始 時に慶 購する。片 方 のみぞなく、どちらか の足で歩き始 めるか の 嬢購あリ。

歩行 開始 赫スムーズぞない。
８ 歩 行 時の 足の振り上 浄の畳さ

｛ 振 り 上 げ た 足 秘 床 か ら 発 全 に 離 れ て い る。 抄 なくと も２．５～５，０ｃｍ は 離 れ て い る価

６ 振り上 ば鰯 の足 赦廉 から完全 にあ 赫らない（もしくは、床を引きずつ音 淋する）。

もしくは 振り上ｉずだ 是が 廉 から２，５以下し淋離 れていない。
Ｃ ｒ歩幅

千 歩 幅は、少なくとも建の サイズ（つま先から踵）はある。

（晋 通 歩 楓 ま足 のサイズよりも長い 赫 下腿 の 長さを考 慮しなくてはなｂない場 合もある。）

→前 貫 外２）（１）の 自然 歩行 時⑳、 歩幅の 値 ㌘判 定す る。 ２０ ◎ 榊咳 上な ら ぼ正 嵩。

足のサイ ズ嫌極 端 に淋 さい （大 き い》 人 ぼ、 足 労イ ズを 砧 認す る。

◎ 歩 行 時の 歩幅 は 上 記のｎ◎ｍａｉよりも小さい。

Ｄ 歩行時の歩調の対称性

毫 着 地する融の振り上 ば足 は 左右１融 方と変わることなく ほとんど左 右対 称である。

◎ 着 地する前の 足 は、対 象者の 左右 ◎閉 睡 歩くたびに異なり、左右 非対 称である。

凄 歩行時の歩行の連続性

｛ 一 方 の足 が床についている時は（踵で蹴る）、 窃 片方 の足 の 踵はあ 赦ったままである。

歩行 が中 断され たりすること郷ない。

Ｃ 歩行 時 一 方の 足を 坦 ずる前に、完全 に両足を床につけてからでないと踏 み出 せない，

もしくは ステップ聞で必 ず休み 綱まいる。
ド 歩 行 時の進 行方 向 のズレ

１ 歩 行時の 進 行方 帥ま まっすぐのラインに沿っている。

０ 歩行 時の 進 行方 向が 繭サイドに揺れたり 進行 方向とは異なる違っ方殉 にそれ てしまっ。

Ｇ 歩行時の体幹の安定性

１ 以下 の状 態 がみられ ず 歩 行時 の体 幹は 安定している。

（体 幹の 揺 れ・ ね じれ 膝 や背 中の 揺れ、 腕 の外 転鉋 ）

０ 上 記の 状態 がみら犯、歩行 時 の体 幹は 不安 定である邊

Ｈ 歩行 時のステップの位 置や 乱 れ

三 後ろの蹴り是を前 方に移 行する瞬 聞、両方 の足 は ほとんど床 に着地じている。

ｏ 歩 行中 のステップ赫乱 れ 両 方の 雇 はバラバラである。

互 歩 行申 のターン動 作

１ 歩きな がらターンが芯きる。ターン中でも歩調 はスムーズである竈

０ よるめく。ターンをする前に歩 行を中 断する。歩 調 が断続 的である。
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（３） 自然歩行時の 安定性

月 日 疾名 Ａ Ｃ 歩 幅（Ｃｍ） １） Ｇ 合計

測定 者１

測定者２

Ａ 歩行 開始 時 の円 滑さ

｛ 嬢 購しないで、スムーズに歩 行 が開始 できる。
歩行 時は、どちらが一 方の 理で、スム ースに開始される。

０ 歩行 開始 時に嬢 跨する句 片方 のみでなく、どちらかの 運で歩き始 めるカ、の 壌路あり
歩 行開 殆 がスム ーズでない。

８ 歩行 時の 足の 振り上 げの 温さ

｛

◎

振り上 げた足 が床 かｂ完全 に離れている。少なくとも２５～５０ｃｍは離 れている。
振り上 げ側 の足 淋床 かｂ完 全にあ 淋らない（もしくは 床を引きずつ音 がする）。
もしくは、振り上 序定足 那、床 かｂ至５激 下しか離 れてい 楓、。

Ｃ １歩幅

１ 歩幅 は、少なくとも足の サイズ（つま先から踵蔓はある。

０

（普 通、歩 幅 は足の サイズまりも長い 狐 下腿 の 長さを考 慮しなくてはならない場 合もある ）
→ 前貫 ２－２）（１）の自 然歩 行時 の司 歩 幅⑳ 循 で判 定する。 ２⑪ ｃ胴 啄 上な ら ぼ正 當
足の サイ ズ淋 極 端に小 さ い （夫き い） 人 ぽ、 足サイ ズを確 認 する。

歩 行 時の 歩幅 は、上 記⑳肺ｏｒｍａばりも小さい．
Ｄ 歩行時の歩調の対称牲

ε

、 着地 する訓 の振り上 げ是 は、左 在 酬 方と変 わることなく ほとんど左 右対 称である
○ 着地 する馴 の足 は、対 象者 の左 右 ◎ｒ馴で歩くたびに異なり 左 右 非対 称である

歩 行時 の歩 行 の連続 牲

１ 一 方 の足 那床 についている時は（踵で蹴る）、もっ片方 の足 の踵 はあ がったままである
歩 行ゐ沖 断されだりする」とがない。

ｏ 歩 行時、一 方 の足を上 げる則に、完 全に繭 足を 廉につ げて跡らでないと踏み 出 ぜない
もじくは、スァップ聞で泌 亨休 み那 はいる。

Ｆ 歩 行時 の進 行 方殉のス レ

１ 歩 行 時の進 行 方簡 は、まっすぐのフインに 沿っている。
０

Ｇ 歩 行

歩 行時 の進 行 方向 が、両 サイドに揺 れたり 進行 方 向とは異なる違う方 向にそれてしまう
時の体 幹 の安 定性

、 以下 の状 態 淋みｂれず、歩行 時の 体 鞘 ま安定している。
（体 幹の揺 れ ・ね ｃれ、 膝や 背申 の揺 れ、 腕の 外 転。 ）

０ 上 記の 状 態淋 みｂれ㌔歩 行時 の体 幹 は不 安定である。
Ｈ 歩行 時のスァップの位 置 や乱 れ

１ 後ろの 蹴り足を則 方に移 行する瞬 聞、繭 方の 是 は、ほとんど床 に着 地している旬
◎ 歩行 申のスァップが乱 れ、両方 の足 はハフハラである。

１ 歩 行申 のターン動作

一 歩きな がらターンができる。ターン中でも歩 調 はスムースである。

０ まろめく。ターンをする前 に歩行を中 断する。歩 調が 断続 的である。
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（３） 自然歩行時の安定性

月 ８

測 定者１

測定者２

氏名 歩 幅（ｃ閉） 合計

洩 歩行 闘 始時 の門 滑さ

｛ 嬢 跨しないで スム ーズに歩 行赫 開始できる竈

歩 行 時は どちｂか一 方の 足で スム ーズに開 始される。

◎ 歩 行 闘始 時に嬢 跨する竈片方 のみ でなく どちらか ⑳是ぞ歩き始める淋⑳ 嬢購あり。

歩 行 開始 がスムーズでない。
蟹 歩 行時 の是 の振り上１ずの潰さ

ヨ 振 り 上１ヂ だ 運 が 床 か ｂ 完 全 に 離 れ て い る。 少 なくをも２．５榊５。◎ｃ榊 は 離 れ て い る。

ｏ 振り上１ヂ側 の足 が床 から完全 に揚 がらない（もしくは 廉を引書ずつ音 がする）。

もしくは、振リ 坦 ヂだ是 赫、床 から２．５敷万しか離 れていない。

ｃ 弓歩 幅

｛ 歩幅 は 少なくとも足 の サイズくつま先秘ら踵）はある。

（晋通 歩 幅は 建の サイズぷりも長い 斌、下腿 ⑳ 長さを考 慮しなくて１まなｂない場 合も麸る。）

→ 前貫 ２一⑳ ㈹ ⑳禽 然 歩行 時の１ 歩 幅 ⑳値 看判 塞す る鉋 愛⑪ ◎ 繍隊 五な ｂぼ 湿 鷲，

毘⑳ 背イ ズ 淋極 端に 狐さ い ζ夫 訊、） 人 ぼ、 足 帯イ ズ を確認 育 る。

◎ 歩 行 時 の 歩 幅 は 上 記 のｎ◎・ｍａば り も 小 さ い。

ｏ 歩行時の歩調の諦諌性

葦 着地 する前 の振り上 げ足 は、左 惹 明 妨 と変わることなく， ほとんど左 春 対称である。

◎ 着地 する前 の 是は、対象 者 の左右 鮒 融で歩く淀ぴに嚢なり、左右 非 蛇称である。

匿 歩行蒔の歩行の連続牲

ヨ 一 方の 毘 赫廉についている 時は（踵で蹴る） もっ待方 の 建の踵 はあ 淋ったままである。

歩 行淋 申断さ枇捻りするこ当がない。

⑪ 歩 行蒔 一芳 の 是を上１ヂる融 に、完 全 に繭足を床に 訓ナて淋らでないと踏 み出 せない旬

もしくは、ステ汐プ聞 で泌ず休 み 綱まいるむ
声 歩行 時⑳ 進行 方 向の ズレ

乖 歩 行 時の進 行 方筒 は、まっすぐ⑳管インに沿っている。

０ 歩 行 蒔の 進行 方向 が、両サイドに揺槻だり 進 行芳 陶とは異なる違っ方 商にそ枇てしまっ、

Ｇ 歩行時の体幹の安定性

１ 以下 ⑳状 態 赫みられず 歩行 時の 体 幹は 安定している。

ζ体 幹の 揺れ ・捻 ｃれ、 膝や 背申 ⑳揺 れ、 腕 の外 転。 ）

０ 上 記 の状 態郷 みられ、歩 行 蒔の 体幹 は不 安定 である。

Ｈ 歩行 時 のステップの 位置 や 乱れ

｛ 後ろの 蹴り是を前方 に移 行する瞬 閥 繭 方の 足 は ほとんど床に着 地している。

０ 歩行 中のステップ淋乱 れ、繭方 の足 は バラバラである。

亘 歩 行中 ⑳ターン動作

弔 歩きながらターンができる。ターン中 でも歩 謝 まスムー ズである。

◎ よろめく。ターンをする前に歩 行を中断 する。歩調 郷 断続 的である。

Ｍ ａｒｙ １三
．．

Ｔｉｎｅモｔｉ＝ Ｐｅ 峠◎ｒｍａ師ｃｅ一◎ｒ冶ηｔｅｄ ａｓｓｅｓｓｍｅｍｔ ◎ｆ ｍ◎ｂｉＩｉセｙ ｐｒ◎ｂＩｅｍｓ ｉｎ ｅｌｄｅｒｌｙ ｐａセｉ６ｎセｓ
，

ＪＡ Ｇ Ｓ
．

３４
，

１ 禰 勺 ２６
．

１９８６
．

（缶◎閉 ｐｐ，２２）
、
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２ 歩行能カと平衡機能

５） 童 心 動 揺

（１） 軌跡長

月１ヨ 灘 定 値

開 眼 ① ② ③ ｍｅ・・
、

閉眼 ① ② ③ 榊ｅ釧

開 眼 ① ② ③ ｍｅａ・
２

閉 眼 ① ② ③ ｍｅａ洞

開眼 ① ② ③ ｍ ㈱
３

閉眼 ① ② ③ 榊・酬

（２） 面 積

月 臼 測 定 値

開眼 ① ② ③ 閉ｅ酬
１

閉眼 ① ② ③ 鵬釧

開 眼 ① ② ③ ｍｅａ・
２

閉 眼 ① ② ③ ｍｅａ・

開眼 ① ② ③ ｍｅ帥
３

閉 眼 ① ② ③ ｍ・ａｎ

η



３ 栄養状態

１） 食事摂取状況

月 臼 記 録 から

一

２

３

２） ＢＭ一

月 臼

体童

体童

体重

１〈９

１〈９

１〈９

身長

身長

身長

測定値

ｃｍ

ｃ洲

ｃｍ

８ ＭＩ

８ ＭＩ

Ｂ Ｍ一

３） 休脂肪

月 固 測定値

３
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４ 骨量と姿勢

１） 骨 量 （Ｒ／Ｌを、３回とも必 ず統 一 する）

月 日

Ｒ／ Ｌ

ＲｌＬ

Ｒ■ 」

① ②

① ②

① ②

測 定 健

③ ｍｅ釧

③ ｍｅ酬

③ ｍｅ洲

２） 骨盤傾余瀬 度

月 買 享則 定 値

３） 脊柱の変形程度

月 員 測定値
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５ 循 環・呼 吸 機 能

１） ％肺活 量

月 臼

① ②

① ②

① ②

測定値

③ ｍｅａ胴

③ 鵬鋤

③ 鵬釧

２） １秒 率

月 漬

① ②

① ②

⑪ ②

測定値

③ 榊酬

③ ｍｅ・・

③ 酬㈱

３） 最夫吸気筋力

月 ８

① ②

郷定値

③ 蘭ｅａ胴

① ② ③ 鵬ａ竈

② ・ ③ ｍｅａη

遡） 最夫呼気筋カ

月 冒

① ②

① ②

⑪ ②

測定値

③ ｍｅ釧

③ ｍｅａ・

③ ｍｅａ阿

５） １回 換 気量

月 筥

６） 換気パタ

① ②

① ②

① ②

一 ン （ｔａｎ △ Ｖｒｂ／ △ 》ａｂ）

灘 定 値

③ 揃・ａ・

③ ㈱洲

③ 術ｅ榊

２

月 日

① ②

① ②

① ②

灘定値

③ 鵬・・

③ 輔・ａ・

③ ｍｅ・η

８０




